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2広報きほく2026年5月号

目次 /今月の表紙 / #パシャリとキホク

入園・入学式

令和 8年度予算

役場の職員（一般職）配置と新規採用職

員の紹介

木造住宅の耐震化補助制度

住宅リフォーム補助金募集

狂犬病予防注射と犬の正しい飼い方に

ついて

令和 8 年度脳ドック検診のおしらせ / 紀

北町行政報告会開催のおしらせ

各種表彰受賞

まちづくりアンケート結果

くらしとごみの豆知識/紀北町デジタル

瓦版

Kihoku Playback

くらしの情報

けんこうの広場

図書室だより

戸籍の窓

にじいろスマイル
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12
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14

15
16
20

21
22
26
28
29
30

広報きほく5月号

C O N T E N T S

広報きほく5 月号 ～ Content s ～

Instagramに「 #パシャリとキホク」をつけて投稿いただいた写真から毎月数点を選び、
翌々月発行の広報きほくに掲載します。どなたでも参加OK！投稿をお待ちしています！

広報きほく ×     Instagram 連動企画

今 月 の 表 紙 F r o n t  c o v e r  

入学式
今月の表紙を飾るのは、東小学校で行われた入学

式での一コマ。校長先生の前に立ち、少し緊張し

た面持ちの新一年生です。「今日から小学生だ」と

いう強い決意と、新しい環境へのドキドキ感が入

り交じった表情。ピーンと力が入り、まっすぐ下

ろされた指先からは、健気な心の動きが伝わり、

つい応援したくなるシーンです。

今
月
の
写
真

（
３
月
中
の
投
稿
写
真
か
ら
選
び
ま
し
た
）

＠sanpei_mie
天満洞

＠onetime_only011
種まき権兵衛の里

# パシャリとキ
ホクの詳細は町
ホームページを
ご確認ください。
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　令和 8 年度の入園・入学式が幼稚園、各小・中学校で行われました。　令和 8 年度の入園・入学式が幼稚園、各小・中学校で行われました。

紀北中学校

三船中学校

東小学校

紀伊長島幼稚園

船津小学校
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ず
っ
と
暮
ら
せ
る

安
全
・
快
適
な
ま
ち

　

広
域
的
に
進
め
て
い
る
東
紀
州
環

境
施
設
組
合
へ
の
負
担
金
に
よ
り
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
広
域
ご
み
処
理
施

設
へ
の
廃
棄
物
の
運
搬
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
、
中
継
施
設
建
設
の
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
農
作
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
捕
獲
対
応
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
専

用
檻
の
購
入
を
は
じ
め
緊
急
猟
銃
対

応
に
係
る
経
費
を
計
上
し
、
よ
り
一

層
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
頻
繁
に
発
生
す
る
豪
雨
な
ど

の
浸
水
対
策
と
し
て
、
上
里
・
中
里
・

船
津
川
排
水
機
場
の
機
器
の
更
新
、

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
民
の
利
便
性
向
上
と
し
て
、
お

で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス
『
え
が
お
』

の
運
行
や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

補
強
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
方
へ
の

経
費
の
一
部
助
成
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。

や
さ
し
さ
で
支
え
合
う

健
康
・
福
祉
の
ま
ち

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

事
業
を
、
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
検
診
や
、
健
康
教
育
、
健
康
診
査

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
健
康
の
増

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
が
推
奨
し
て

い
る
が
ん
検
診
の
無
料
化
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
紀
北
健
康

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
健
康
増
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
生
活

習
慣
病
予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
な

ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
18

歳
年
度
末
ま
で
の
入
通
院
に
対
す
る

医
療
費
助
成
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
副
食
費
や
学
校
給
食
費
の
無
償

化
、
保
育
所
保
育
料
の
減
免
に
よ
り
、

経
済
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

魅
力
と
活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
９
名
体
制
に

よ
り
、
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
に
策
定
し
た
観

光
振
興
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
積
極
的
に

観
光
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

観
光
部
門
の
地
域
活
性
化
起
業
人
を

起
用
し
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

ツ
ア
ー
造
成
、
滞
在
型
プ
ラ
ン
の
構

築
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

よ
り
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
制
度
を
活
用
し
、
地
域
外

か
ら
継
続
的
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」

の
創
出
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る

さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
活
用
や
企

業
訪
問
、
大
学
訪
問
を
通
じ
て
関
係

人
口
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
振
興
と
し
て
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の

販
路
拡
大
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、

森
林
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
に
よ
り
持

続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

心
豊
か
に
夢
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
紀
伊
長
島

幼
稚
園
保
健
室
、
赤
羽
中
学
校
保
健
室

な
ど
の
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
、
教
育
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
対
策
で
は
、
保

護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
生
に
対
し
、
放
課
後
な
ど

に
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
設
け
、

健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
講

習
会
、
夢
先
生
（
小
・
中
学
校
）
事
業

な
ど
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
ス
ポ

ー
ツ
選
手
と
の
交
流
に
よ
る
子
育
て
を

支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
と
し
て
、
英
語
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
英
語
教
材
の
整
備
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
４
名

体
制
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
集
落
支

援
員
制
度
に
よ
り
「
日
本
語
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
起
用
し
、
国
際
交

流
を
推
進
し
ま
す
。

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

令和８年度予算令和８年度予算

総額112億 5,321万円総額112億 5,321万円
　令和 8年度は、「紀北町第 2次総合計画後期基本計画」の最終年度となります。予定事業の着実な推進とともに、具体

的な施策に係る達成度などをしっかり検証し、令和 9 年度から始まる「紀北町第 3次総合計画」の策定とまちづくりを

推進していきたいと考えています。令和 8 年度の予算編成については、四つの重点プロジェクトを中心とした予算編

成となっています。

プ
ラ
ス
・
テ
ン
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町
の
財
政
運
営
の
基
幹
で
あ
る
町

税
は
、
歳
入
総
額
の
11
・
９
％
を
占

め
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
９
％
増
の

13
億
３
，
３
６
７
万
５
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
39
・

１
％
を
占
め
、
標
準
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
普
通
交

付
税
と
、
災
害
な
ど
特
殊
な
要
因
に

対
応
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税
が
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
１
％
減
の

43
億
９
，
７
５
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
歳

入
総
額
の
８
・
１
％
を
占
め
、
過
疎

対
策
事
業
債
や
一
般
廃
棄
物
処
理
事

業
債
な
ど
９
億
１
，
７
８
０
万
円
の

借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
汐

ノ
津
呂
排
水
機
場
整
備
事
業
に
係
る

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

32
・
７
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
７
・
８
％
を
占
め
る

国
庫
支
出
金
は
、
海
岸
保
全
施
設
整

備
事
業
費
補
助
金
な
ど
の
減
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
２
％
減
の

８
億
７
，
３
８
２
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
５
・
６
％
を
占
め
る

県
支
出
金
は
、
給
食
費
負
担
軽
減
補

助
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
２
・
９
％
増
の
６
億
２
，
６
０

２
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
使
用
料
お
よ

び
手
数
料
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
繰
入
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

５
・
６
％
増
の
31
億
４
３
８
万
９
千

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、歳
入
総
額
は
、前
年

度
に
比
べ
３
・
７
％
減
の
１
１
２
億

５
，
３
２
１
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
へ
の

依
存
割
合
が
高
く
、
町
税
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
を
、
そ
の
経
費
が
持
つ

経
済
的
な
性
質
に
よ
り
分
類
し
た
も

の
を
「
性
質
別
経
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
議
員
や
条
例
委
員
の

報
酬
、
町
長
や
役
場
職
員
の
給
与
お

よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
な

ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
５
・
５
％
増

の
23
億
９
，
０
３
４
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
障
が
い
者
支
援
、
子

ど
も
医
療
の
助
成
、
保
育
所
費
用
、

腎
臓
機
能
障
害
者
で
透
析
を
受
け
て

い
る
方
へ
の
交
通
費
助
成
、
要
・
準

要
保
護
児
童
へ
の
就
学
援
助
、
児
童

手
当
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
・

６
％
増
の
12
億
４
，
０
２
６
万
７
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）

その他（依存）
605,887 千円
5.3%

その他の経費
5,568,966 千円
49.5%

その他の経費
5,568,966 千円
49.5%

投資的経費
734,171 千円
6.5%

投資的経費
734,171 千円
6.5%

補助費等
1,989,147 千円

17.7%

補助費等
1,989,147 千円

17.7%

人件費
2,390,345 千円
21.3%

人件費
2,390,345 千円
21.3%

物件費
2,038,400 千円

18.1%

物件費
2,038,400 千円

18.1%

繰出金
1,187,347 千円
10.6%

繰出金
1,187,347 千円
10.6%

扶助費
1,240,267 千円
11.0%

扶助費
1,240,267 千円
11.0%

義務的経費
4,950,076 千円
44.0%

義務的経費
4,950,076 千円
44.0%

普通建設事業費
734,171 千円
6.5%

普通建設事業費
734,171 千円
6.5%

公債費
1,319,464 千円
11.7%

公債費
1,319,464 千円
11.7%

議会費
96,194 千円
0.9%

その他
354,072 千円
3.1%

商工費
301,730 千円
2.7%

歳  

出

公債費
1,319,464 千円
11.7%

公債費
1,319,464 千円
11.7%

教育費
1,051,929 千円

9.3%

教育費
1,051,929 千円

9.3%

消防費
775,985 千円
6.9%

消防費
775,985 千円
6.9%

土木費
655,405 千円
5.8%

土木費
655,405 千円
5.8%

総務費
1,800,848 千円
16.0%

総務費
1,800,848 千円
16.0%

民生費
2,925,101 千円
26.0%

民生費
2,925,101 千円
26.0%

衛生費
1,746,712 千円
15.5%

衛生費
1,746,712 千円
15.5%

県支出金
626,029 千円
5.6%

県支出金
626,029 千円
5.6%国庫支出金

873,820 千円
7.8%

国庫支出金
873,820 千円
7.8%

町債
917,800 千円
8.1%

町債
917,800 千円
8.1%

地方交付税
4,397,500 千円
39.1%

地方交付税
4,397,500 千円
39.1%

依存財源
7,421,036 千円
65.9%

依存財源
7,421,036 千円
65.9%

自主財源
3,832,177 千円
34.1%

自主財源
3,832,177 千円
34.1%

町税
1,333,675 千円
11.9%

町税
1,333,675 千円
11.9%

その他（自主）
2,498,502 千円
22.2%

その他（自主）
2,498,502 千円
22.2%

予備費
10,000 千円
0.1%

歳  

入

※構成比は表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない場合があります。

農林水産業費
569,845 千円
5.1%
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公
債
費
は
、
町
の
借
金
に
あ
た
る

町
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
、
借
入

金
を
抑
制
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前

年
度
に
比
べ
６
・
０
％
減
の
13
億
１
，

９
４
６
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
は
、
公
共
施
設
の

整
備
、
道
路
の
整
備
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
に
あ
た
る
も
の
で
、
汐
ノ

津
呂
排
水
機
場
整
備
事
業
の
事
業
費

の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
56
・
３
％
減
の
７
億
３
，
４
１
７

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
主
に
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
料
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
７
％
減
の
20
億
３
，
８
４
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
各
種
団
体
へ
の
助

成
金
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

な
ど
で
、
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
負

担
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に

比
べ
31
・
１
％
増
の
19
億
８
，
９
１

４
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
や
水
道
事
業
に
対

す
る
繰
出
金
お
よ
び
紀
北
広
域
連
合

運
営
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
２
・
６
％
減
の
11
億
８
，
７
３
４

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
積
立
金
、
維
持
補
修
費
、

貸
付
金
な
ど
前
年
度
と
比
べ
１
・

２
％
増
の
３
億
５
，
４
０
７
万
２
千

円
を
計
上
し
、
歳
出
総
額
は
歳
入
総

額
と
同
額
の
１
１
２
億
５
，
３
２
１

万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
歳
出
予
算
全
体
の

44
・
０
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業

の
投
資
的
経
費
は
６
・
５
％
、
そ
の

他
の
経
費
が
49
・
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
一
般
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

で
、
紀
北
町
で
は
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
が
該
当
し
、
特
別
会
計
全
体
で

は
前
年
度
と
比
べ
２
・
７
％
減
の
27

億
５
，
２
１
７
万
１
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
一
般
の
会
社

と
同
じ
よ
う
に
、
独
自
の
収
入
で
そ

の
経
費
を
賄
う
「
独
立
採
算
」
を
原

則
と
す
る
会
計
で
、
紀
北
町
で
は
水

道
事
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
を
合
算
し
た

予
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
１
・
８
％

増
の
６
億
４
，
５
６
３
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
て
い

る
地
方
債
の
残
高
は
、
合
併
年
度
の

平
成
17
年
度
末
に
は
１
４
６
億
４
５

３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
令
和
８
年

度
末
で
は
１
１
０
億
１
，
６
３
８
万

６
千
円
と
な
り
、
35
億
８
，
８
１
４

万
７
千
円
の
減
少
と
な
る
見
込
み
で

す
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

負
担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
当
面
は
現
在
の
水
準
の
維
持
を

図
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

基
金
は
町
の
預
貯
金
に
あ
た
る
も

の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
災
害
復
旧
や

そ
の
他
財
源
が
不
足
し
た
と
き
の
た

め
の
財
政
調
整
基
金
や
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
町
の
借
金
に
あ
た

る
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
な
ど
の

た
め
の
減
債
基
金
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
使
用
す
る
特
定
目
的
基
金
が

あ
り
ま
す
。

　

基
金
残
高
は
令
和
８
年
度
末
で
は

20
億
１
，
２
６
３
万
９
千
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
健
全
な
財
政
運

営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
効
果
的

な
活
用
と
適
正
な
規
模
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課　

℡（
46
）
３
１
１
２

特
別
会
計

基
金
の
状
況

地
方
債
残
高
の

状
況

公
営
企
業
会
計

会計別予算

区　　　分

一　般　会　計

特　別　会　計

国民健康保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療

水　道　事　業　会　計

合　　　　　計

△ 3.7

△ 2.7

△ 4.5

5.5

0.3

1.8

△ 3.3

△ 433,262

△ 75,857

△ 88,867

11,145

1,865

11,633

△ 497,486

11,253,213

2,752,171

1,904,310

214,325

633,536

645,636

14,651,020

11,686,475

2,828,028

1,993,177

203,180

631,671

634,003

15,148,506

R８年度 R７年度 比較 増減率（％）

●令和８年度会計別予算（当初予算比較）

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額です。

（単位：千円）

後期高齢者
医療特別会計
633,536 千円 
4.3%

介護サービス
事業特別会計
214,325 千円 
1.5%

令和8年度予算総額
146 億5,102万円
令和8年度予算総額
146 億5,102万円

水道事業会計
645,636 千円
4.4%

国民健康保険事業
特別会計

1,904,310 千円
13.0%

国民健康保険事業
特別会計

1,904,310 千円
13.0%

一　般　会　計
11,253,213 千円

 76.8%

一　般　会　計
11,253,213 千円

 76.8%



7 広報きほく2026年5月号

年 度 末 残 高

H17年 度末比較

14,604,533 10,936,483

△ 3,668,050

11,341,871

△ 3,262,662

11,016,386

△ 3,588,147

H17年度末
（合併年度）

R６年度末
（決算額）

R７年度末
（見込額）

R８年度末
（見込額）

●地方債残高の状況（一般会計） （単位：千円）

※R７年度末とR８年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

※R７年度末とR８年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

一般会計における基金残高の推移

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

合 計

H 17 年度末比較

607,682

9,860

440,991

1,058,533

1,499,165

292,405

2,556,654

4,348,224

3,289,691

1,533,263

60,100

2,052,632

3,645,995

2,587,462

660,352

18,100

1,334,187

2,012,639

954,106

H17年度末
（合併年度）

R６年度末
（決算額）

R７年度末
（見込額）

R８年度末
（見込額）

●基金残高の状況（一般会計） （単位：千円）

合併特例事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

上記以外の町債

特定目的基金

減債基金

財政調整基金

億円

億円

160

140

120

100

80

60

40

20

0

70

60

50

40

30

20

10

0

令和4年度令和3年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
（見込額）

令和8年度
（見込額）

平成17年度

令和4年度令和3年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
（見込額）

令和8年度
（見込額）

平成17年度

土地開発基金

一般会計における地方債残高の推移
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本
庁
舎
職
員
配
置

上
野
隆
志（
事
務
局
長
）久
保
有
謙（
主

幹
）

▽
総
務
係
：
源
口
晴
子
（
係
長
）

世
古
基
樹
（
課
長
）
疇
地
啓
太
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
廣

瀬
大
貴
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
松
井
務
（
係
長
）
萩
原

光
祐
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
東
有
加
（
係
長
）

▽
課
付
：
長
井
一
晃

直
江
和
哉
（
課
長
）

▽
財
政
係
：
中
井
崇
（
課
長
補
佐
）

石
倉
広
紀
（
係
長
）
奥
村
悠
磨
（
主
任
）

▽
管
財
契
約
係
：
東
聡
（
課
長
補
佐
）

橋
倉
政
弘
（
係
長
）
中
野
克
哉
（
主
任
）

家
倉
義
光
（
課
長
）

▽
防
災
対
策
係
：
竹
谷
嘉
真
（
主
幹
）

西
村
京
祐
（
主
任
）
中
野
京
志
（
主
任
：

消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
中
村

仁
郎
（
係
長
）
小
倉
大
知
（
主
事
）

上
村
毅
（
課
長
）
喜
多
敦
（
課
長
補
佐
）

▽
企
画
係
：
奥
村
重
仁
（
主
幹
）
五

味
祐
汰
（
主
任
）
小
林
の
ぞ
み
（
主
事
）

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
係
：
中
野
洋

二
（
主
幹
）
植
村
和
将
（
係
長
）

▽
広
報
係
：
柳
田
康
裕
（
係
長
）
松

永
幹
司
（
主
事
）

▽
一
般
社
団
法
人
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
派
遣
）：
濱
口
進
治
（
主
任
）

古
畑
柚
貴
（
主
事
）

直
江
憲
樹
（
課
長
）

▽
課
税
係
：
水
口
香
代
子
（
係
長
）
北

村
慎
平
（
主
任
）
星
野
果
鈴
（
主
任
）

濵
口
亮
（
主
事
）

▽
徴
収
係
：
上
村
健
一
（
係
長
）
川

端
啓
太
（
主
任
）
奥
村
慈
温
（
主
事
）

近
藤
大
志
（
課
長
）
中
野
律
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）

▽
住
民
係
：
石
倉
聡
子
（
係
長
）
西

村
瑛
莉
（
主
任
）
北
村
彩
華
（
主
任
）

小
倉
香
穂
（
主
事
）
濵
田
ま
み
（
再

任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
三
鬼
文
香
（
係
長
）

石
倉
充
能
（
主
査
）
東
文
香
（
主
任
）

中
野
志
音
（
主
事
）

垣
内
洋
人
（
課
長
）
寺
浦
圭
（
課
長

補
佐
兼
環
境
管
理
係
長
）
徳
田
臣
生

（
環
境
施
設
担
当
課
長
補
佐
）

▽
環
境
管
理
係
：
川
村
辰
徳
（
主
任
）

村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
主

任
技
術
員
）
濵
田
規
和
央
（
技
術
員
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
濵
田
航
太
（
係
長
）

東
凌
真
（
主
事
）

▽
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
（
派
遣
）：

井
谷
雅
（
係
長
）
堀
内
拓
也
（
主
任
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
東
悠

史
（
係
長
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

内
山
敦
雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美

杉
（
主
任
技
術
員
）
林
信
宏
（
主
任

技
術
員
）
脇
明
也
（
主
任
技
術
員
）

井
谷
清
孝
（
主
任
技
術
員
）
小
家
邦

彦
（
主
任
技
術
員
）
疇
地
昭
広
（
再

任
用
）
川
口
信
一
郎
（
再
任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
塩
崎
成

一
（
主
任
技
術
員
）
立
岡
鐘
道
（
主

任
技
術
員
）直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）

東
繁
之
（
主
任
技
術
員
）

上
野
淑
（
課
長
）

▽
地
域
福
祉
係
：
家
倉
尚
子
（
主
幹
）

植
村
元
紀
（
係
長
）
別
當
知
明
（
主
事
）

奥
川
稜
（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
森
本

太
郎
（
主
幹
）
宮
原
由
佳
利
（
係
長
）

大
谷
聡
志
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
藤
原
ま
ど
か
（
課

長
補
佐
）
岡
村
真
穂
（
主
幹
）
間
野

夏
奈
子
（
主
査
）

　

健
康
づ
く
り
担
当
：
佐
々
木
猛
（
課

長
補
佐
）
五
味
正
治
（
係
長
）
上
野

和
彦
（
再
任
用
）

東
雅
人
（
寮
長
）
本
山
吉
野
（
施
設
長
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
主
幹
）

石
倉
樹
（
主
任
）
岡
田
こ
ま
り
（
看

護
師
）
西
信
子
（
主
任
労
務
員
）
平

野
有
良
（
労
務
員
）
東
臣
紀
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
長
井
由
美

子
（
看
護
担
当
主
幹
）
太
田
瞳
（
看

護
担
当
係
長
）
倉
本
由
紀
子
（
主
任

労
務
員
）
東
力
也
（
労
務
員
）
太
田

顕
悟
（
労
務
員
）
久
保
美
咲
（
労
務
員
）

高
芝
健
司
（
課
長
）
岡
村
賢
二
（
課

長
補
佐
）

▽
農
政
係
：
長
井
亮
介
（
主
幹
）
野

中
周
（
主
任
）
西
村
悠
（
主
任
）

▽
林
政
係
：
奥
村
京
英
（
主
幹
）
野

澤
貴
則
（
主
任
）
中
野
勇
太
（
主
任
）

▽
水
産
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）
仲

村
僚
真
（
主
事
）

岩
見
建
志
（
課
長
）
東
典
弘
（
課
長

補
佐
）

▽
商
工
係
：
宮
本
剛
秀
（
係
長
）
柳

田
幸
恵
（
主
任
）

▽
観
光
係
：
野
間
宏
哉
（
係
長
）
中

子
尚
（
主
任
）
田
宮
匠
真
（
主
事
）

本
庁
舎
職
員
配
置

上
野
隆
志（
事
務
局
長
）久
保
有
謙（
主

幹
）

▽
総
務
係
：
源
口
晴
子
（
係
長
）

世
古
基
樹
（
課
長
）
疇
地
啓
太
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
廣

瀬
大
貴
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
松
井
務
（
係
長
）
萩
原

光
祐
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
東
有
加
（
係
長
）

▽
課
付
：
長
井
一
晃

直
江
和
哉
（
課
長
）

▽
財
政
係
：
中
井
崇
（
課
長
補
佐
）

石
倉
広
紀
（
係
長
）
奥
村
悠
磨
（
主
任
）

▽
管
財
契
約
係
：
東
聡
（
課
長
補
佐
）

橋
倉
政
弘
（
係
長
）
中
野
克
哉
（
主
任
）

家
倉
義
光
（
課
長
）

▽
防
災
対
策
係
：
竹
谷
嘉
真
（
主
幹
）

西
村
京
祐
（
主
任
）
中
野
京
志
（
主
任
：

消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
中
村

仁
郎
（
係
長
）
小
倉
大
知
（
主
事
）

上
村
毅
（
課
長
）
喜
多
敦
（
課
長
補
佐
）

▽
企
画
係
：
奥
村
重
仁
（
主
幹
）
五

味
祐
汰
（
主
任
）
小
林
の
ぞ
み
（
主
事
）

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
係
：
中
野
洋

二
（
主
幹
）
植
村
和
将
（
係
長
）

▽
広
報
係
：
柳
田
康
裕
（
係
長
）
松

永
幹
司
（
主
事
）

▽
一
般
社
団
法
人
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
派
遣
）：
濱
口
進
治
（
主
任
）

古
畑
柚
貴
（
主
事
）

直
江
憲
樹
（
課
長
）

▽
課
税
係
：
水
口
香
代
子
（
係
長
）
北

村
慎
平
（
主
任
）
星
野
果
鈴
（
主
任
）

濵
口
亮
（
主
事
）

▽
徴
収
係
：
上
村
健
一
（
係
長
）
川

端
啓
太
（
主
任
）
奥
村
慈
温
（
主
事
）

近
藤
大
志
（
課
長
）
中
野
律
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）

▽
住
民
係
：
石
倉
聡
子
（
係
長
）
西

村
瑛
莉
（
主
任
）
北
村
彩
華
（
主
任
）

小
倉
香
穂
（
主
事
）
濵
田
ま
み
（
再

任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
三
鬼
文
香
（
係
長
）

石
倉
充
能
（
主
査
）
東
文
香
（
主
任
）

中
野
志
音
（
主
事
）

垣
内
洋
人
（
課
長
）
寺
浦
圭
（
課
長

補
佐
兼
環
境
管
理
係
長
）
徳
田
臣
生

（
環
境
施
設
担
当
課
長
補
佐
）

▽
環
境
管
理
係
：
川
村
辰
徳
（
主
任
）

村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
主

任
技
術
員
）
濵
田
規
和
央
（
技
術
員
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
濵
田
航
太
（
係
長
）

東
凌
真
（
主
事
）

▽
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
（
派
遣
）：

井
谷
雅
（
係
長
）
堀
内
拓
也
（
主
任
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
東
悠

史
（
係
長
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

内
山
敦
雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美

杉
（
主
任
技
術
員
）
林
信
宏
（
主
任

技
術
員
）
脇
明
也
（
主
任
技
術
員
）

井
谷
清
孝
（
主
任
技
術
員
）
小
家
邦

彦
（
主
任
技
術
員
）
疇
地
昭
広
（
再

任
用
）
川
口
信
一
郎
（
再
任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
塩
崎
成

一
（
主
任
技
術
員
）
立
岡
鐘
道
（
主

任
技
術
員
）直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）

東
繁
之
（
主
任
技
術
員
）

上
野
淑
（
課
長
）

▽
地
域
福
祉
係
：
家
倉
尚
子
（
主
幹
）

植
村
元
紀
（
係
長
）
別
當
知
明
（
主
事
）

奥
川
稜
（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
森
本

太
郎
（
主
幹
）
宮
原
由
佳
利
（
係
長
）

大
谷
聡
志
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
藤
原
ま
ど
か
（
課

長
補
佐
）
岡
村
真
穂
（
主
幹
）
間
野

夏
奈
子
（
主
査
）

健
康
づ
く
り
担
当
：
佐
々
木
猛
（
課

長
補
佐
）
五
味
正
治
（
係
長
）
上
野

和
彦
（
再
任
用
）

東
雅
人
（
寮
長
）
本
山
吉
野
（
施
設
長
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
主
幹
）

石
倉
樹
（
主
任
）
岡
田
こ
ま
り
（
看

護
師
）
西
信
子
（
主
任
労
務
員
）
平

野
有
良
（
労
務
員
）
東
臣
紀
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
長
井
由
美

子
（
看
護
担
当
主
幹
）
太
田
瞳
（
看

護
担
当
係
長
）
倉
本
由
紀
子
（
主
任

労
務
員
）
東
力
也
（
労
務
員
）
太
田

顕
悟
（
労
務
員
）
久
保
美
咲
（
労
務
員
）

高
芝
健
司
（
課
長
）
岡
村
賢
二
（
課

長
補
佐
）

▽
農
政
係
：
長
井
亮
介
（
主
幹
）
野

中
周
（
主
任
）
西
村
悠
（
主
任
）

▽
林
政
係
：
奥
村
京
英
（
主
幹
）
野

澤
貴
則
（
主
任
）
中
野
勇
太
（
主
任
）

▽
水
産
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）
仲

村
僚
真
（
主
事
）

岩
見
建
志
（
課
長
）
東
典
弘
（
課
長

補
佐
）

▽
商
工
係
：
宮
本
剛
秀
（
係
長
）
柳

田
幸
恵
（
主
任
）

▽
観
光
係
：
野
間
宏
哉
（
係
長
）
中

子
尚
（
主
任
）
田
宮
匠
真
（
主
事
）

町からのおしらせ　～ Information ～

役場の職員（一般職）配置と新規採用職員の紹介役場の職員（一般職）配置と新規採用職員の紹介
　4 月１日から 6 名の職員を採用し、行政職員163 名、現業職員 33 名、会計年度任用職員 211 名（本庁 16 課 40 係、

海山総合支所 6 室 10 係）で業務を行います。

4 月１日から 6 名の職員を採用し、行政職員163 名、現業職員 33 名、会計年度任用職員 211 名（本庁 16 課 40 係、

海山総合支所 6 室 10 係）で業務を行います。

◆
議
会
事
務
局
（
３
名
）

◆
企
画
課
（
11
名
）

◆
環
境
管
理
課
（
25
名
）

◆
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
（
14
名
）

◆
農
林
水
産
課
（
10
名
）

◆
福
祉
保
健
課
（
14
名
）

◆
税
務
課
（
８
名
）

◆
住
民
課
（
11
名
）

◆
総
務
課
（
８
名
）

◆
財
政
課
（
７
名
）

◆
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

◆
商
工
観
光
課
（
７
名
）
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井
土
誠
（
課
長
）
濵
田
耕
一
郎
（
課

長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）

▽
管
理
係
：
芝
原
竜
太
（
主
幹
）
中

野
竜
希
（
主
任
）
深
堀
丈
一
郎
（
主
事
）

大
原
薫
（
主
任
技
術
員
）

▽
地
籍
調
査
係
：
中
野
徹
（
主
査
）

疇
地
将
徳
（
主
任
）

▽
工
務
係
：
永
井
豊
樹
（
主
幹
）
和

手
平
吉
（
係
長
）
佐
波
大
也
（
主
任
）

長
井
進
（
主
任
）
中
村
慶
人
（
主
事
）

山
﨑
智
裕
（
主
事
）

▽
建
築
係
：
中
村
壮
（
係
長
）

宮
本
忠
宜（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

武
村
多
恵
（
主
幹
）

宮
原
優
（
課
長
）

▽
業
務
係
：
濵
口
智
之
（
係
長
）
南

部
紫
苑
（
主
事
）

▽
技
術
係
：
奥
村
邦
仁
（
主
幹
）
尾

崎
晃
司
（
主
任
技
術
員
）
東
靖
之
（
再

任
用
）

直
江
仁
（
課
長
）

▽
学
校
教
育
係
：
東
真
美
（
課
長
補
佐
）

疇
地
洋
史
郎
（
学
校
教
育
担
当
課
長

補
佐
・
学
校
指
導
主
事
）井
上
貴
義（
係

長
）
柏
屋
大
樹
（
主
任
）

▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
田
島
志
保
（
課

長
補
佐
・
紀
伊
長
島
幼
稚
園
長
）
北

浦
志
保
（
主
査
）

▽
学
校
給
食
係
：
海
上
伸
浩
（
係
長
）

橋
本
真
理
（
主
査
）
中
村
修
（
主
任

技
術
員
）
上
村
淳
（
主
任
技
術
員
）

長
井
裕
悟
（
課
長
）

▽
社
会
教
育
係
：
林
拓
郎
（
係
長
）

宮
原
達
也
（
主
事
）
永
井
優
（
主
事
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
藤
原
純
一
（
主

幹
）
中
世
古
吏
佐
子
（
主
事
）
濵
野

和
彦
（
主
任
技
術
員
）
小
川
敬
吾
（
再

任
用
）

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

奥
村
能
行
（
支
所
長
）
鶴
田
博
樹
（
室

長
兼
総
務
・
防
災
対
策
係
長
）

▽
総
務
・
防
災
対
策
係
：
民
部
享
（
主

任
）
山
本
竜
也
（
主
任
）

細
川
宏
史
（
室
長
兼
税
務
・
住
民
係
長
）

▽
税
務
係
：
中
井
陽
子
（
主
任
）
松

永
耕
（
主
任
）

▽
住
民
係
：
中
村
大
輔
（
主
任
）
脇

俊
明
（
再
任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
橋
本
健
吾
（
係
長
）

岡
一
女
（
主
任
）

山
口
恒
徳
（
室
長
兼
環
境
管
理
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
山
本
聖
人
（
主
事
）

▽
福
祉
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
主
幹
）

植
村
敏
行
（
係
長
）
中
村
怜
支
（
主
任
）

川
口
和
志
（
室
長
）

▽
産
業
振
興
係
：
樋
口
貴
弘
（
係
長
）

堀
内
悠
（
主
任
）
植
松
登
志
典
（
主

任
技
術
員
）

▽
土
木
係
：
大
西
容
敬
（
係
長
）
武

村
文
明
（
主
任
）

樋
口
淳
也
（
室
長
兼
業
務
係
長
）

▽
業
務
係
：
川
端
剛
央
（
主
任
技
術
員
）

久
保
亮
太
（
技
術
員
）

塩
﨑
清
人
（
室
長
）

▽
教
育
係
：
鈴
木
珠
代
（
係
長
）
橋

本
あ
よ
り
（
係
長
）
川
口
享
也
（
主
事
）

玉
津
裕
一
（
再
任
用
）

▽
海
山
公
民
館
：
鳥
飼
俊
治
（
再
任
用
）

井
土
誠
（
課
長
）
濵
田
耕
一
郎
（
課

長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）

▽
管
理
係
：
芝
原
竜
太
（
主
幹
）
中

野
竜
希
（
主
任
）
深
堀
丈
一
郎
（
主
事
）

大
原
薫
（
主
任
技
術
員
）

▽
地
籍
調
査
係
：
中
野
徹
（
主
査
）

疇
地
将
徳
（
主
任
）

▽
工
務
係
：
永
井
豊
樹
（
主
幹
）
和

手
平
吉
（
係
長
）
佐
波
大
也
（
主
任
）

長
井
進
（
主
任
）
中
村
慶
人
（
主
事
）

山
﨑
智
裕
（
主
事
）

▽
建
築
係
：
中
村
壮
（
係
長
）

宮
本
忠
宜（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

武
村
多
恵
（
主
幹
）

宮
原
優
（
課
長
）

▽
業
務
係
：
濵
口
智
之
（
係
長
）
南

部
紫
苑
（
主
事
）

▽
技
術
係
：
奥
村
邦
仁
（
主
幹
）
尾

崎
晃
司
（
主
任
技
術
員
）
東
靖
之
（
再

任
用
）

直
江
仁
（
課
長
）

▽
学
校
教
育
係
：
東
真
美
（
課
長
補
佐
）

疇
地
洋
史
郎
（
学
校
教
育
担
当
課
長

補
佐
・
学
校
指
導
主
事
）井
上
貴
義（
係

長
）
柏
屋
大
樹
（
主
任
）

▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
田
島
志
保
（
課

長
補
佐
・
紀
伊
長
島
幼
稚
園
長
）
北

浦
志
保
（
主
査
）

▽
学
校
給
食
係
：
海
上
伸
浩
（
係
長
）

橋
本
真
理
（
主
査
）
中
村
修
（
主
任

技
術
員
）
上
村
淳
（
主
任
技
術
員
）

長
井
裕
悟
（
課
長
）

▽
社
会
教
育
係
：
林
拓
郎
（
係
長
）

宮
原
達
也
（
主
事
）
永
井
優
（
主
事
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
藤
原
純
一
（
主

幹
）
中
世
古
吏
佐
子
（
主
事
）
濵
野

和
彦
（
主
任
技
術
員
）
小
川
敬
吾
（
再

任
用
）

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

奥
村
能
行
（
支
所
長
）
鶴
田
博
樹
（
室

長
兼
総
務
・
防
災
対
策
係
長
）

▽
総
務
・
防
災
対
策
係
：
民
部
享
（
主

任
）
山
本
竜
也
（
主
任
）

細
川
宏
史
（
室
長
兼
税
務
・
住
民
係
長
）

▽
税
務
係
：
中
井
陽
子
（
主
任
）
松

永
耕
（
主
任
）

▽
住
民
係
：
中
村
大
輔
（
主
任
）
脇

俊
明
（
再
任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
橋
本
健
吾
（
係
長
）

岡
一
女
（
主
任
）

山
口
恒
徳
（
室
長
兼
環
境
管
理
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
山
本
聖
人
（
主
事
）

▽
福
祉
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
主
幹
）

植
村
敏
行
（
係
長
）
中
村
怜
支
（
主
任
）

川
口
和
志
（
室
長
）

▽
産
業
振
興
係
：
樋
口
貴
弘
（
係
長
）

堀
内
悠
（
主
任
）
植
松
登
志
典
（
主

任
技
術
員
）

▽
土
木
係
：
大
西
容
敬
（
係
長
）
武

村
文
明
（
主
任
）

樋
口
淳
也
（
室
長
兼
業
務
係
長
）

▽
業
務
係
：
川
端
剛
央
（
主
任
技
術
員
）

久
保
亮
太
（
技
術
員
）

塩
﨑
清
人
（
室
長
）

▽
教
育
係
：
鈴
木
珠
代
（
係
長
）
橋

本
あ
よ
り
（
係
長
）
川
口
享
也
（
主
事
）

玉
津
裕
一
（
再
任
用
）

▽
海
山
公
民
館
：
鳥
飼
俊
治
（
再
任
用
）

町からのおしらせ　～ Information ～

新規採用職員

◆
学
校
教
育
課
（
11
名
）

◆
生
涯
学
習
課
（
８
名
）

◆
総
務
室
（
４
名
）

◆
福
祉
環
境
室
（
５
名
）

◆
産
業
建
設
室
（
６
名
）

◆
水
道
室
（
３
名
）

◆
教
育
室
（
６
名
）

◆
住
民
室
（
７
名
）

◆
建
設
課
（
15
名
）

◆
出
納
室
（
２
名
）

◆
水
道
課
（
６
名
）

税務課

奥村　慈温 おくむらじおん

自分の力が少しでも紀北町のた
めになるように、全力でがむしゃ
らにがんばります。

建設課

山﨑　智裕 やまざきともひろ

町民の皆さまと一緒に良いまちづく
りを行いたいので、精いっぱいがん
ばります！よろしくお願いします。

地域の皆さまのお役に立てるよ
う、精いっぱいがんばりますの
でよろしくお願いします。

企画課

松永　幹司 まつながかんじ

住民の皆さまの声をたいせつに
し、紀北町の発展に尽力します。

福祉保健課

奥川　稜 おくがわりょう

住民の皆さまのお役に立てるよ
うがんばりますので、よろしく
お願いします。

建設課

深堀丈一郎 ふかぼりじょういちろう

地域の住民の方々に寄り添える
公務員を目標にして、精いっぱ
い前向きにがんばります。

水道室

久保　亮太 くぼりょうた
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町からのおしらせ　～ Information ～

　町では、町民の皆さまの生命、財産を守るため、木造住宅の耐震化を進めており、それに伴う補助制度を実
施しています。耐震化をご希望、お考えの方は下記を参考に、まずは無料耐震診断からお申し込みください。

代理受領制度について
　町が交付する補助金を申請者に代わり施工業者が受け取ることができる制度です。この制度を活用
すると、申請者は工事費から補助金を差し引いた額を支払うだけになるため、工事費用を準備する負
担が軽減されます。
【対象工事】耐震補強工事・リフォーム工事・解体工事
※申請者と施工業者の双方が理解し、合意した上で制度を活用してください。

①国：工事費の 5 分の2（上限57万 5千円）
②町と県：工事費から国の補助金を引いた額（上限100万円）
③さらに、町内建設業者が施工した場合：20万円
※補強工事と一緒にリフォーム工事をした場合、リフォーム工事費の3分の1（上限20万円）を追加で
補助します。　

耐震診断の結果、評点が0.7 未満と診断された住宅の評点を1.0以上にするための補強工事

補強工事　上限177万 5 千円

耐震補強工事・リフォーム工事３

耐震補強工事をご希望の方 解体工事をご希望の方

※各補助金の詳細は11ページをご確認ください。

木造住宅耐震化補助制度

昭和 56年 5月 31日以前に着工した木造住宅
※工法などによっては対象外となる場合があります。

無料

無料耐震診断１
対　象

費　用

耐震診断の結果、評点が
1.0未満と診断された住宅

上限18万円 ※精密診断法による
設計の場合、上限16万円上乗せ

耐震補強設計２

耐震診断の結果、評点が
0.7未満と診断された住宅
または、倒壊する可能性が高い
住宅

上限40万円 ※工事費の23％

解体工事４

対　象

補助金額

対　象

補助金額

対　象

補助金額

設計が終わったら



　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
化

補
助
制
度
を
ご
案
内
し
ま
す
。

※
各
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

無
料
耐
震
診
断

町
と
委
託
契
約
を
結
ん
だ
木
造
住

宅
耐
震
診
断
講
習
会
を
修
了
し
た
建

築
の
専
門
家
が
、
無
料
で
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。
申
請
者
と
日
程
調
整

の
上
、
現
地
調
査
を
行
い
、
後
日
、

診
断
結
果
と
補
強
が
必
要
な
場
合
の

概
算
工
事
費
を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

〇
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅

〇
階
数
３
階
以
下　

〇
延
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
を
住
宅

と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の

〇
丸
太
組
工
法
、
大
臣
認
定
工
法
な

ど
の
特
殊
な
工
法
で
な
い
も
の

対
象

住
宅
所
有
者
ま
た
は
所
有

者
の
同
意
を
得
た
居
住
者

募
集
件
数

10
件

　
　

耐
震
補
強
設
計
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

を
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
基
準
の
住

宅
に
す
る
た
め
の
補
強
設
計
に
つ
い

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　

上
限
18
万
円

※
精
密
診
断
法
に
よ
る
設
計
の
場
合

上
限
16
万
円
上
乗
せ

募
集
件
数　

２
件

　
　

耐
震
補
強
工
事
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

を
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
基
準
の
住

宅
に
す
る
た
め
の
耐
震
補
強
工
事
に

つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

住
宅
の
戸
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
10
戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域

補
助
金
額

　

次
の
①
、②
、③
を
加
算
し
た
額
（
工

事
費
が
上
限
）
を
補
助
し
ま
す
。

①
国
補
助

工
事
費
の
５
分
の
２

上
限
57
万
５
千
円

②
町
・
県
補
助

上
限
１
０
０
万
円

③
町
内
建
設
業
者
が
施
工

20
万
円

募
集
件
数　

２
件

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助

　

耐
震
補
強
工
事
と
同
時
に
実
施
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
補
助

し
ま
す
。

対
象
工
事

○
住
宅
の
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た

も
の

○
県
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
を

有
す
る
建
設
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

○
ほ
か
の
補
助
金
、
介
護
保
険
な
ど

に
よ
る
給
付
を
受
け
な
い
こ
と

※
門
、
塀
な
ど
の
外
構
工
事
、
容
易

に
取
り
外
し
の
で
き
る
も
の
を
設
置

す
る
工
事
は
対
象
外

補
助
金
額　

工
事
費
の
３
分
の
１

　
　
　
　
　

上
限
20
万
円

　
　

解
体
工
事
補
助

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
の

解
体
工
事
に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

住
宅
の
戸
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
10
戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域

補
助
金
額　

工
事
費
の
23
％

　
　
　
　
　

上
限
40
万
円

募
集
件
数

20
件

※
各
補
助
の
件
数
は
、
予
算
の
関
係

で
変
更
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　◆

各
補
助
の
申
請
受
付
期
間

　
　

無
料
耐
震
診
断

５
月
13
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

提
出
書
類　

耐
震
診
断
実
施
申
込
書

　
　

耐
震
補
強
設
計
補
助

５
月
13
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
補
強
設
計
見
積
書

③
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

④
耐
震
補
強
設
計
を
行
う
者
が
受
講

耐
震
診
断
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

※　

、　

は
受
付
期
間
内
に
申
請
件

数
が
募
集
件
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

６
月
10
日（
水
）に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

下
回
っ
た
場
合
は
先
着
順
で
、
随
時

募
集
と
し
ま
す
。

　
　

耐
震
補
強
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
補
助

８
月
３
日
（
月
）
〜
18
日
（
火
）

※
受
付
期
間
内
に
申
請
件
数
が
募
集

件
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
８
月
27

日（
木
）に
抽
選
を
行
い
ま
す
。
下
回
っ

た
場
合
は
先
着
順
で
、
随
時
募
集
と

し
ま
す
。

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
補
強
工
事
等
見
積
書

③
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

④
耐
震
補
強
計
画
書（
判
定
書
を
含
む
）

⑤
④
を
作
成
し
た
者
が
受
講
耐
震
診

断
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　
　

解
体
工
事
補
助

７
月
21
日
（
火
）
〜
８
月
６
日
（
木
）

※
受
付
期
間
内
に
申
請
件
数
が
募
集

件
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
８
月
20

日（
木
）に
抽
選
を
行
い
ま
す
。
下
回
っ

た
場
合
は
先
着
順
で
、
随
時
募
集
と

し
ま
す
。

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書　

②
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

③
解
体
工
事
見
積
書

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課　

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

町からのおしらせ　～ Information ～

木
造
住
宅
耐
震
化
補
助
制
度

の
詳
細
に
つ
い
て

申
請
に
つ
い
て

11 広報きほく2026年5月号

１

１３

４

２
１

２

２３

４
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町
民
の
方
が
居
住
し
て
い
る
自
己

所
有
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
町

内
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
場
合
に
、

そ
の
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

申
請
受
付
期
間

５
月
18
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
受
付
期
間
内
に
申
請
額
が
予
算
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
、６
月
11
日
（
木
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
額　

工
事
費
（
消
費
税
額
を

除
く
）
の
２
分
の
１

上
限
10
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

募
集
件
数　

50
件
程
度

（
予
算
額
５
０
０
万
円
の
範
囲
内
）

補
助
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
町
内
の
自
己
所
有
の
住
宅
に
住
所

が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る

○
令
和
８
年
４
月
30
日
以
前
に
納
期

限
が
到
来
す
る
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い

○
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
（
１
人
１
回
の
み
）

○
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い

て
、
ほ
か
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
て

い
な
い

○
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
お
よ

び
同
一
世
帯
の
方
が
暴
力
団
員
で
な
い

補
助
対
象
と
な
る
工
事

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
申
請
者
ご
自
身
が
所
有
し
て
お
り
、

現
住
所
地
に
あ
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
で
あ
る

○
補
助
金
の
交
付
決
定
以
降
に
着
手

す
る
工
事
で
、
そ
の
工
事
費
が
10
万

円
以
上
（
消
費
税
額
を
除
く
）
で
あ
る

○
町
内
業
者
が
施
工
し
、
令
和
９
年

３
月
20
日
（
土
）
ま
で
に
完
了
す
る

○
下
記
の
対
象
工
事
に
該
当
す
る

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
同
意
書

③
リ
フ
ォ
ー
ム
対
象
住
宅
の
所
在
地

お
よ
び
所
有
を
確
認
で
き
る
書
類
（
令

和
８
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

の
写
し
、
固
定
資
産
評
価
証
明
書
な

ど
）

④
申
請
者
の
完
納
証
明
書

⑤
見
積
書
の
写
し
（
工
事
内
容
が
明

記
さ
れ
た
も
の
）

⑥
予
定
箇
所
の
工
事
前
の
現
場
写
真
、

図
面
な
ど

⑦
そ
の
他
必
要
な
書
類

※
①
・
②
は
本
庁
企
画
課
ま
た
は
海
山

総
合
支
所
総
務
室
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

※
③
・
④
の
評
価
証
明
書
、
完
納
証
明

書
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
海
山
総
合

支
所
住
民
室
で
取
得
で
き
ま
す
。
取

得
の
際
は
手
数
料
（
各
１
通
２
０
０

円
）
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

町からのおしらせ　～ Information ～

住
宅
改
修
を
10
万
円
ま
で
補
助

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
募
集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
と
は

対象工事

対象外工事

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
２

３

４
５
６
７
８

床、壁および天井の張り替えや塗装などの内装工事
建具、雨戸、網戸、畳の取り替え（張り替え、表替えおよび裏返しを含む）
屋根、外壁、雨どいおよびベランダの改修工事（軒天井、破風板および鼻隠しに係る工事を含む）
キッチン、浴室、洗面室およびトイレの工事（設備、器具は対象外）
給排水、電気およびガスの設備工事（設備本体は対象外）
手すりの設置および段差の解消（住宅内部に限る）
部屋の間仕切りの変更工事、廊下幅の拡張工事
造り付け収納家具に係る工事
その他本補助金の目的を達することができると町長が認めるもの

倉庫・車庫および庭・門・塀・ウッドデッキなどの外構工事
新築、増築および解体工事
エアコン、キッチン設備、ＩＨヒーター、ガス器具、洗面台、灯具、ユニットバス、給湯器、洗浄機能付き便
座および便器などの設備・器具
浄化槽設備の工事
シロアリ駆除およびハウスクリーニング
ほかの補助金の対象工事（対象となっていない箇所の工事は対象）
災害などにより損傷した箇所の復旧工事
その他本補助金の目的を達することができないと町長が認めるもの
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次
の
日
程
で
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
お
送
り
し
た
通
知
は
が
き
を
持

参
の
上
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
は
が
き
が
な
い
場
合
で
も
注
射
は
可

能
で
す
。）

　

ま
た
、
集
合
注
射
に
都
合
が
合
わ

な
い
方
は
、
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

に
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
４
月
中
に
は
が
き
が
届
か
な
か
っ

た
方
は
、
本
庁
環
境
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
で
の
か
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
射
料
金
（
１
頭
あ
た
り
）

３
，
６
５
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
を
含
む
）

◆
登
録
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
は
生

涯
に
一
度
「
登
録
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
未
登
録
の
犬
を
飼
わ

れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着

し
て
い
る
場
合
で
も
登
録
は
必
要
で

す
。）

登
録
受
付
場
所

〇
本
庁
環
境
管
理
課

〇
海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

〇
は
っ
と
り
動
物
病
院

〇
お
わ
せ
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
住
所
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、

犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
本
庁
環
境

管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
数
料
（
１
頭
あ
た
り
）

新
規
登
録　
　
　
　

  　
　
　

３
千
円

鑑
札
再
交
付　
　
　

  

１
，
６
０
０
円

犬
の
転
入　

無
料（
登
録
済
み
の
場
合
）

届
出
内
容
変
更　
　
　
　
　
　

  

無
料

◆
守
り
ま
し
ょ
う
！
飼
い
主
の
マ

ナ
ー

【
適
切
な
し
つ
け
を
】
か
み
癖
、
無
駄

ぼ
え
な
ど
の
問
題
行
動
は
、
飼
い
主

の
責
任
に
な
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
愛
情
を
も
っ

て
し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
フ
ン
の
始
末
は
確
実
に
】
飼
い
主
の

敷
地
外
で
フ
ン
を
し
た
と
き
は
、
必

ず
回
収
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

【
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す
】
犬
を
散
歩

さ
せ
る
と
き
は
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）

で
つ
な
ぎ
、
制
御
の
で
き
る
方
が
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た
飼
い
主
の
敷

地
内
や
室
内
な
ど
は
例
外
で
す
が
、

人
に
危
害
や
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
の

あ
る
場
所
で
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

【
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・
去

勢
手
術
を
】
望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け

ら
れ
る
ほ
か
、
一
部
の
病
気
や
問
題

行
動
の
予
防
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を
】
万
が
一
飼

い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
署
、
本
庁
環

境
管
理
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
登

録
時
に
お
渡
し
す
る
鑑
札
を
首
輪
に

つ
け
て
お
く
と
、
見
つ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

尾
鷲
警
察
署　

℡（
25
）
０
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

尾
鷲
保
健
所

℡（
23
）
３
４
６
１

町からのおしらせ　～ Information ～

狂
犬
病
予
防
注
射

と
犬
の
正
し
い

飼
い
方
に
つ
い
て

【【 

海
山
地
区

海
山
地
区 

】
５
月
13
日
（
水
）

【 

紀
伊
長
島
地
区

紀
伊
長
島
地
区 

】
５
月
14
日
（
木
）

9:00

9:30

9:50

10:05

10:25

10:35

10:50

11:00

11:15

11:25

11:40

11:55

12:05

12:25

9:00

9:15

9:25

9:40

9:50

10:05

10:25

10:40

10:50

11:20

11:35

11:55

13:30

13:45

13:55

14:10

9:15

9:40

9:55

10:20

10:30

10:40

10:55

11:10

11:20

11:30

11:50

12:00

12:20

12:30

9:10

9:20

9:35

9:45

10:00

10:15

10:35

10:45

11:15

11:30

11:45

12:10

13:35

13:50

14:05

14:25

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

海山体育館

島勝漁村センター

白浦集会所

矢口浦集会所

長浜集会所

引本会館

汐見集会所

コミュニティセンター相賀

小山浦集会所

便ノ山多目的集会施設

船津集会所

新田多目的集会施設

上里集会所

馬瀬多目的集会施設

三浦会館

道瀬集会所

自然休養村管理センター（古里）

コミュニティセンター海野会館

中ノ島会館

長島多目的会館

呼崎集会所

片上 2区集会所

東長島公民館

山本集会所

田山集会所

出垣内集会所

此ヶ野集会所

大原集会所

中桐会館

志子奥集会所

令和８年度

狂犬病予防注射実施日程表 必
ず
受
け
て
！

狂
犬
病
予
防
注
射
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紀
北
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
脳

ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
は
、「
認
知
症
」
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
脳
動

脈
硬
化
」
や
自
覚
症
状
の
な
い
「
脳

梗
塞
」
の
発
見
、
ま
た
、「
脳
卒
中
」

や
「
く
も
膜
下
出
血
」
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
認
知
症
」
は
早
期
治

療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
程
度
を
軽

く
し
た
り
、
進
行
を
遅
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
募
集
対
象

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
お
り
、
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
方

①
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
（
令
和

８
年
10
月
31
日
現
在
）

②
過
年
度
分
保
険
料
に
滞
納
が
な
い

世
帯
の
方

※
体
内
に
電
子
電
気
部
品
を
装
着
さ

れ
て
い
る
方
や
安
全
の
確
認
が
で
き

な
い
体
内
金
属
が
あ
る
方
、
妊
娠
中

ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
診
期
間

７
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
30
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◆
募
集
定
員　

各
月
20
名　

計
80
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
結
果
は
６
月
初
旬
に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

下
記
の
応
募
は
が
き
記
入
例
を
参

考
に
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
送
付
ま
た
は
本
庁
住
民
課
、
海

山
総
合
支
所
住
民
室
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
締
め
切
り

５
月
25
日
（
月
）
役
場
必
着

◆
検
査
内
容

M
R
I
（
頭
部
の
断
面
図
）

M
R
A
（
頭
部
と
頸
部
の
血
液
の
流

れ
）

◆
検
査
機
関

尾
鷲
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

◆
自
己
負
担
金　

７
，
２
３
０
円

（
２
４
，
１
０
１
円
×
30
％
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

　

令
和
８
年
度
の
年
度
当
初
に
あ
た

り
、
町
が
実
施
す
る
主
な
事
務
事
業

内
容
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
情
報

提
供
を
行
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

で
、
町
行
政
の
効
果
的
な
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
内
容　

令
和
８
年
度
事
務
事
業
内
容
説
明
・

意
見
交
換

◆
日
時
お
よ
び
場
所

○
第
１
回
（
東
長
島
）

５
月
19
日
（
火
）
午
後
７
時
〜

東
長
島
公
民
館
２
階
会
議
室

○
第
２
回
（
相
賀
）

５
月
20
日
（
水
）
午
後
７
時
〜

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

○
第
３
回
（
上
里
）

５
月
25
日
（
月
）
午
後
７
時
〜

上
里
集
会
所

○
第
４
回
（
島
原
）

５
月
26
日
（
火
）
午
後
７
時
〜

若
者
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

◆
出
席
予
定
者

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
お
よ
び
各

関
係
課
長

◆
入
場
要
件

　

町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、

開
催
地
区
に
よ
る
入
場
制
限
は
設
け

ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
会
場
で
も
入
場

自
由
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

① 脳ドック希望

② 受診希望月※１

③ 住所

④ 氏名（フリガナ）

⑤ 性別

⑥ 生年月日

⑦ 電話番号

⑧ 国保被保険者証記号番号

⑨ 尾鷲総合病院診察券番号※２

（
お
も
て
）

（
う
ら
）

※2  尾鷲総合病院の診察券をお持ちの方のみ記入
※1  受診希望月は 7月から10月まで（第3希望まで）のいずれかを記入

紀北町役場住民課
国保・年金係　行

紀北町東長島
769番地1

〒519-3292

令
和
８
年
度
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て

け
い
ぶ

応
募
は
が
き
記
入
例

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

第1希望 〇月
第2希望 〇月
第3希望 〇月
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【
叙　

勲
】

○
瑞
宝
双
光
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

北
村　

喜
義
（
長
島
）

中
田　

榮
一
（
島
原
）

宮
原　

紀
招
（
長
島
）

【
民
児
協
関
係
】

○
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
厚
生
労
働

大
臣
）

森
川　

澄
子
（
相
賀
）

○
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰　

定
時

表
彰
（
厚
生
労
働
大
臣
）

濵　

源
治
（
東
長
島
）

鈴
木　

紀
男
（
十
須
）

藤　
　

治
（
河
内
）

濵
田　

や
を
（
引
本
浦
）

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰　

功
労
者
（
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
）

森
川　

澄
子
（
相
賀
）

○
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
（
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

濵
田　

や
を
（
引
本
浦
）

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰　

永
年
勤
続
退
任
（
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
）

濵　

源
治
（
東
長
島
）

鈴
木　

紀
男
（
十
須
）

藤　
　

治
（
河
内
）

森
川　

澄
子
（
相
賀
）

濵
田　

や
を
（
引
本
浦
）

濵
田　

淳
子
（
引
本
浦
）

奥
村　

智
代
（
引
本
浦
）

世
古　

美
保
（
引
本
浦
）

塩
谷　

光
久
（
矢
口
浦
）

【
消
防
団
関
係
】

○
功
績
章
（
日
本
消
防
協
会
）

世
古　

規
夫
（
相
賀
）

○
精
績
章
（
日
本
消
防
協
会
）

曽
我　

健
児
（
島
原
）

○
勤
続
章
（
日
本
消
防
協
会
）

谷　

水
穂
（
島
原
）

東　

隆
生
（
長
島
）

中
村　

博
和
（
東
長
島
）

山
口　

一
博
（
相
賀
）

谷
口　

仁
延
（
相
賀
）

加
藤　

喜
子
（
引
本
浦
）

伊
藤　

盛
子
（
船
津
）

濵
田　

ま
み
（
引
本
浦
）

前
田　

智
栄
（
相
賀
）

○
消
防
功
績
章
（
三
重
県
知
事
）

堀
内　

栄
作
（
長
島
）

松
永　

英
嗣
（
中
里
）

○
消
防
精
勤
章
（
三
重
県
知
事
）

奥
村　

亮
太
（
矢
口
浦
）

池
畑　

和
宏
（
海
野
）

橋
本　

伸
哉
（
上
里
）

小
竹　

祥
徳
（
長
島
）

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

空
手
道

明
豆　

咲
耶　
　

相
賀
小
学
校
３
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
の
部
）

空
手
道

濵
田　

結
萌　
　

相
賀
小
学
校
４
年

清
川　

心
花　
　

三
船
中
学
校
２
年

清
川　

聖
真　
　

上
里
小
学
校
５
年

剣
道

水
口　

侑
大　
　

鈴
鹿
高
専
４
年

サ
ッ
カ
ー

山
中　

友
貴

　
　
　
　

宇
治
山
田
商
業
高
校
１
年

森
本　

健
介　
　

三
重
高
校
３
年

陸
上

世
古　

櫻
紗　
　

国
士
館
大
学
１
年

濱
田　

茉
裕　

 

　
　
　
　
　
　

大
阪
体
育
大
学
３
年

水
泳

宮
坂　

良
太
郎　

尾
鷲
高
校
３
年

内
山　

沙
心　
　

尾
鷲
高
校
２
年

鈴
木　

奨　
　
　

尾
鷲
高
校
３
年

鈴
木　

康
太　
　

尾
鷲
高
校
３
年

鈴
木　

秀
介　
　

潮
南
中
学
校
３
年

濵
田　

透
亜　
　

潮
南
中
学
校
２
年

山
代
屋　

曖
汰　

潮
南
中
学
校
１
年

榎
本　

瑛
真　
　

潮
南
中
学
校
２
年

海
上　

優　
　
　

潮
南
中
学
校
３
年

大
谷　

蒼
史　
　

潮
南
中
学
校
２
年

山
本　

紗
里
奈　

潮
南
中
学
校
３
年

疇
地　

萌
衣　
　

潮
南
中
学
校
３
年

疇
地　

麻
央　
　

潮
南
中
学
校
３
年

世
古　

真
悠　
　

潮
南
中
学
校
３
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
の
部
）

水
泳

潮
南
中
学
校
水
泳
部

　
　
　
（
敬
称
略
・
令
和
７
年
度
所
属
）

【
叙　

勲
】

○
瑞
宝
双
光
章
（
内
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総
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大
臣
）
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（
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）
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（
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）
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澄
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（
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）
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濵
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濵
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澄
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濵
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濵
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光
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績
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績
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仁
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濵
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績
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３
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萌
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潮
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３
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潮
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３
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潮
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３
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潮
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）
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町
で
は
、
紀
北
町
の
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
３

次
総
合
計
画
」
な
ど
の
策
定
に
向
け
、

住
民
の
皆
さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
の
率

直
な
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
結
果
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
◆
調
査
の
概
要

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
16
歳
以
上
の

町
民
の
皆
さ
ま
の
中
か
ら
、
無
作
為

に
２
，
５
０
０
名
を
抽
出
し
て
郵
送

お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た 

。
そ
の
結
果
、
８
６
６
名
の

方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
有
効
回
収
率
34
・
６
％
）

　

 

町
の
住
み
や
す
さ
と
今
後
の

定
住
意
向
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
現
在
の
紀
北
町
の
住
み
や

す
さ
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
住

み
や
す
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
の

合
計
は
77
・
９
％
に
の
ぼ
り
、
全
体

の
約
８
割
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま

し
た 

。
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
前

回
調
査
の
82
・
８
％
と
比
較
す
る
と
、

全
体
で
約
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い

ま
す 

。
年
齢
別
に
見
る
と
、
40
〜
50

代
や
60
歳
以
上
の
層
で
減
少
が
見
ら

れ
た
一
方
で
、
10
〜
30
代
の
若
い
世

代
に
お
い
て
は
「
住
み
や
す
い
」
の

割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
定
住
意
向
に
つ
い
て
は
、

「
住
み
続
け
た
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
住
み
続
け
た
い
」
と
答
え
た
方

が
全
体
の
78
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
約
８
割
の
方
が
定
住
を
希

望
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
前
回
調
査

の
84
・
９
％
か
ら
は
約
７
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
お
り
、
全
て
の
年
代
で
減

少
が
見
ら
れ
ま
す 

。
特
に
注
視
す
べ

き
点
は
若
い
世
代
の
動
向
で
す
。
10

〜
30
代
で
は
「
住
み
続
け
た
い
」
が

69
・
７
％
に
と
ど
ま
り
、「
住
み
た
く

な
い
」
と
答
え
た
割
合
が
30
・
２
％

と
約
３
割
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す 

。
住

み
た
く
な
い
理
由
と
し
て
は
、
全
体

で
は
「
道
路
・
交
通
の
便
が
悪
い
」

（
56
・
９
％
）
や
「
買
い
物
の
便
が
悪
い
」

（
56
・
９
％
）
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
ま

し
た 

。
し
か
し
、
10
〜
30
代
に
限
る

と
「
働
く
場
が
不
十
分
」
が
第
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
若
年
層
の
町
へ
の

定
住
に
は
、
魅
力
的
な
雇
用
の
場
の

確
保
が
極
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

 

紀
北
町
の
魅
力
に
つ
い
て

　

紀
北
町
の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
「
自
然
環
境
が
豊
か
で
あ
る
」
で

76
・
８
％
と
圧
倒
的
で
し
た 

。
次
い
で
、

「
ご
み
処
理
、
水
道
な
ど
の
生
活
環
境

が
整
っ
て
い
る
」（
23
・
７
％
）、「
人

情
味
や
地
域
の
連
帯
感
が
あ
る
」

（
19
・
３
％
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
、
そ
れ
を
支
え
る
生

活
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
地
域
の
人
々

の
温
か
い
つ
な
が
り
が
、
本
町
の
大

き
な
強
み
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す 

。

　

 

町
の
取
り
組
み
へ
の
「
満
足

度
」
と
「
重
要
度
」

　

現
在
の
町
の
取
り
組
み
（
生
活
基

盤
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
産
業
、

教
育
な
ど
５
分
野
28
項
目
）
に
つ
い

て
、
満
足
度
と
重
要
度
を
５
段
階
で

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

。
満
足

度
が
高
か
っ
た
上
位
３
項
目
は
、「
自

然
環
境
の
豊
か
さ
」、「
ご
み
の
収
集

処
理
の
状
況
」、「
上
水
道
の
整
備
状

況
」
で
し
た 

。
日
々
の
生
活
を
支
え

る
基
本
的
な
環
境
へ
の
評
価
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す 

。
一
方
、
満
足
度

が
低
か
っ
た
の
は
、「
公
共
交
通
の
便

利
さ
」、「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」、

　

町
で
は
、
紀
北
町
の
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
３

次
総
合
計
画
」
な
ど
の
策
定
に
向
け
、

住
民
の
皆
さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
の
率

直
な
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
結
果
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
◆
調
査
の
概
要

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
16
歳
以
上
の

町
民
の
皆
さ
ま
の
中
か
ら
、
無
作
為

に
２
，
５
０
０
名
を
抽
出
し
て
郵
送

お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た 

。
そ
の
結
果
、
８
６
６
名
の

方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
有
効
回
収
率
34
・
６
％
）

　

 

町
の
住
み
や
す
さ
と
今
後
の

定
住
意
向
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
現
在
の
紀
北
町
の
住
み
や

す
さ
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
住

み
や
す
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
の

合
計
は
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・
９
％
に
の
ぼ
り
、
全
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の
約
８
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を
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る
結
果
と
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。
令
和
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前
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調
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の
82
・
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と
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と
、

全
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で
約
５
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減
少
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い
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。
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齢
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に
見
る
と
、
40
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50
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や
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上
の
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で
減
少
が
見
ら
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の
若
い
世

代
に
お
い
て
は
「
住
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や
す
い
」
の

割
合
が
増
加
傾
向
に
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ま
し
た
。

　

今
後
の
定
住
意
向
に
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い
て
は
、

「
住
み
続
け
た
い
」、「
ど
ち
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か
と
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え
ば
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け
た
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と
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た
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が
全
体
の
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３
％
と
な
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た
。

こ
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も
約
８
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の
方
が
定
住
を
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い
る
も
の
の
、
前
回
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の
84
・
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％
か
ら
は
約
７
ポ
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ト

減
少
し
て
お
り
、
全
て
の
年
代
で
減

少
が
見
ら
れ
ま
す 

。
特
に
注
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す
べ

き
点
は
若
い
世
代
の
動
向
で
す
。
10
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30
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で
は
「
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続
け
た
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」
が

69
・
７
％
に
と
ど
ま
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、「
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な
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」
と
答
え
た
割
合
が
30
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２
％
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３
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ま
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。
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く
な
い
理
由
と
し
て
は
、
全
体

で
は
「
道
路
・
交
通
の
便
が
悪
い
」

（
56
・
９
％
）
や
「
買
い
物
の
便
が
悪
い
」

（
56
・
９
％
）
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
ま

し
た 

。
し
か
し
、
10
〜
30
代
に
限
る

と
「
働
く
場
が
不
十
分
」
が
第
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
若
年
層
の
町
へ
の

定
住
に
は
、
魅
力
的
な
雇
用
の
場
の

確
保
が
極
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

 

紀
北
町
の
魅
力
に
つ
い
て

　

紀
北
町
の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
「
自
然
環
境
が
豊
か
で
あ
る
」
で

76
・
８
％
と
圧
倒
的
で
し
た 

。
次
い
で
、

「
ご
み
処
理
、
水
道
な
ど
の
生
活
環
境

が
整
っ
て
い
る
」（
23
・
７
％
）、「
人

情
味
や
地
域
の
連
帯
感
が
あ
る
」

（
19
・
３
％
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
、
そ
れ
を
支
え
る
生

活
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
地
域
の
人
々

の
温
か
い
つ
な
が
り
が
、
本
町
の
大

き
な
強
み
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す 

。

　

 

町
の
取
り
組
み
へ
の
「
満
足

度
」
と
「
重
要
度
」

　

現
在
の
町
の
取
り
組
み
（
生
活
基

盤
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
産
業
、

教
育
な
ど
５
分
野
28
項
目
）
に
つ
い

て
、
満
足
度
と
重
要
度
を
５
段
階
で

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

。
満
足

度
が
高
か
っ
た
上
位
３
項
目
は
、「
自

然
環
境
の
豊
か
さ
」、「
ご
み
の
収
集

処
理
の
状
況
」、「
上
水
道
の
整
備
状

況
」
で
し
た 

。
日
々
の
生
活
を
支
え

る
基
本
的
な
環
境
へ
の
評
価
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す 

。
一
方
、
満
足
度

が
低
か
っ
た
の
は
、「
公
共
交
通
の
便

利
さ
」、「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

■ 紀北町の魅力について■ 紀北町の魅力について

1

2

3

自然環境が豊かである

生活環境が整っている

人情味や地域の連帯感がある

ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

■今後の定住意向（全体、年齢 /『住み続けたい』の
　回答割合／前回調査との比較）

■町の住みやすさ（全体、年齢 /『住みやすい』の回答
　割合 /前回調査との比較）

1

２

３

100

80

60

40

20

0
（%） 全体 10～ 30 代

R7調査（n=866）

77.9 82.8 77.8 72.4 74.9 78.9 80.3 86.7

40 ～ 50 代 60 歳以上

年　齢

R2調査（n=933）

100

80

60

40

20

0
（%） 全体 10～ 30 代

R7調査（n=866）

78.3 84.9
69.7 74.3

77.2 78.9 84.4 89.5

40 ～ 50 代 60 歳以上

年　齢

R2調査（n=933）
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「
自
然
災
害
か
ら
の
安
全
性
」
で
し
た
。 

　

こ
れ
に
対
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
重
要
度
が
高
い
と
評
価

さ
れ
た
上
位
３
項
目
は
、「
自
然
災
害

か
ら
の
安
全
性
」、「
保
健
・
医
療
の

状
況
」、「
日
常
の
買
い
物
の
便
利
さ
」

と
な
り
ま
し
た 

。

　

こ
の
結
果
か
ら
、「
町
民
の
皆
さ
ま

が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
状
の
満
足
度
が
低
い
項

目
（
優
先
的
に
対
応
が
必
要
な
項
目
）」

が
見
え
て
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

防
災
対
策
を
は
じ
め
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
、
買
い
物
な
ど
の
生
活

利
便
性
の
向
上
、
そ
し
て
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
の
確
保
な
ど
が
該
当
し
、

町
政
と
し
て
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
分
野
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ

れ
ま
し
た
。

◆
満
足
度
の
経
年
比
較

　

令
和
２
年
度
の
前
回
調
査
と
比
較

す
る
と
、
町
の
取
り
組
み
に
対
す
る

全
体
的
な
満
足
度
は
わ
ず
か
に
上
昇

し
ま
し
た
。
項
目
別
で
は
、「
広
報
や

情
報
提
供
体
制
」
や
「
生
活
排
水
処

理
」、「
自
然
災
害
か
ら
の
安
全
性
」

な
ど
の
評
価
が
大
き
く
向
上
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、「
日
常
の
買
い
物
の
便
利

さ
」
の
ほ
か
、「
保
健
・
医
療
の
状
況
」

や
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
の
満

足
度
は
低
下
し
て
お
り
、
今
後
の
改

善
に
向
け
た
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■満足度の前回調査との比較

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

自然災害からの安全性
防犯、交通安全の状況
騒音・振動等の状況
ごみの収集処理の状況
上水道の整備状況
生活排水処理の状況
町営住宅の整備状況
公園・緑地等の整備状況
道路の整備状況
公共交通の便利さ
デジタル環境全般の整備状況 ※
自然環境の豊かさ
保健・医療の状況
福祉サービスの状況
保育・子育て環境
健康づくり・健康増進の状況 ※
日常の買い物の便利さ
働きがいのある職場
観光・交流の状況
生涯学習・文化等の状況
スポーツ活動の状況
子どもの教育環境
人権尊重の状況
男女共同参画の状況
人情味や地域の連帯感
コミュニティ施設の状況
広報や情報提供体制の状況
自治体のデジタル化の状況 ※

2.71
3.3
3.77
4.04
4.02
3.49
3.11
2.91
3.29
2.31
3.02
4.25
2.97
3.13
3.09
3.4
2.75
2.68
3.05
3.19
3.15
3.02
3.27
3.21
3.52
3.36
3.56
3.19

2.57
3.21
3.67
4.04
4.01
3.33
3.11
2.95
3.15
2.27
-
4.21
3.03
3.16
3.14
-
3.05
2.74
2.93
3.16
3.2
3.02
3.2
3.15
3.47
3.3
3.32
-

0.14
0.09
0.10
0.00
0.01
0.16
0.00
-0.04
0.14
0.04
-
0.04
-0.06
-0.03
-0.05
-

-0.30
-0.06
0.12
0.03
-0.05
0.00
0.07
0.06
0.05
0.06
0.24
-

項　目 今回調査（R7） 前回調査（R2） 比　較

※今回の調査から追加された項目

■ 満足度の上位 5項目

1

2

3

4

5

自然環境の豊かさ

ごみの収集処理の状況

上水道の整備状況

騒音・振動等の状況

広報や情報提供体制の状況

■ 満足度の下位 5項目

1

2

3

4

5

公共交通の便利さ

働きがいのある職場

自然災害からの安全性

日常の買い物の便利さ

公園・緑地等の整備状況

■ 重要度の上位5項目と満足度 満足度順位

26

23

25

2

1

自然災害からの安全性

保健・医療の状況

日常の買い物の便利さ

ごみの収集処理の状況

自然環境の豊かさ

1

2

3

4

5
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今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
色

と
定
住
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
紀
北
町
を
ど
の
よ
う

な
特
色
の
あ
る
ま
ち
に
す
べ
き
か
と

い
う
問
い
に
は
、「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
」
が
58
・
７
％
で
第
１
位
と
な
り
、

前
回
調
査
と
同
様
に
防
災
を
軸
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。
次
い
で
「
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
」（
34
・
１
％
）
が
続
き

ま
し
た
。
ま
た
、
10
〜
50
代
の
子
育

て
世
代
に
お
い
て
は
「
子
育
て
・
教

育
の
ま
ち
」
へ
の
要
望
も
強
く
、
世

代
ご
と
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
も
表
れ
て

い
ま
す
。
定
住
対
策
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
」（
44
・
９
％
）
が
最
も
多
く
、

前
回
調
査
よ
り
も
割
合
が
増
加
し
ま

し
た
。
次
い
で
「
若
者
が
働
き
た
い

と
思
う
雇
用
の
場
の
確
保
」（
43
・

１
％
）
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
若
い

世
代
が
希
望
を
持
っ
て
住
み
続
け
ら

れ
る
環
境
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
調
査
の
概
要

　

町
内
の
小
学
６
年
生
お
よ
び
中
学

３
年
生
を
対
象
に
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査
を
実

施
し
、
１
６
８
名
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
貴
重
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紀
北
町
の
こ
と
が
好
き
で
す

か
？「

紀
北
町
が
好
き
で
す
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
、
小
学
６
年
生
の
95
・

１
％
、中
学
３
年
生
の
92
・
０
％
が
「
好

き
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
特
に
中
学

３
年
生
は
、
前
回
調
査
の
87
・
９
％

か
ら
約
４
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
て
お

り
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、

小
・
中
学
生
と
も
に
「
自
然
が
豊
か
だ
」

が
ほ
か
を
大
き
く
引
き
離
し
て
第
１

位
と
な
り
、次
い
で
「
人
が
や
さ
し
い
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
大
人
と
同
じ
よ
う
に
、
町
の
自
然

と
温
か
い
人
間
関
係
を
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
好
き
で
は
な

い
理
由
と
し
て
は
、「
遊
べ
る
場
所
が

少
な
い
」、「
買
い
物
が
し
に
く
い
」

と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

10 ～ 30代

40 ～ 50代

60歳以上

安全・安心なまち

安全・安心なまち

安全・安心なまち

安全・安心なまち

58.7%

53.8%

55.1%

64.8%

健康・福祉のまち

子育て・教育のまち

子育て・教育のまち

健康・福祉のまち

34.1%

32.9%

35.2%

49.7%

子育て・教育のまち

快適住環境のまち

健康・福祉のまち

農林水産業のまち

24.7 %

19.6 %

25.5 %

14.5 %

全体（n=866）

小
・
中
学
生

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

■ 町の好きなところ（好きと回答した人の割合・複数回答）

■ 今後のまちづくりの特色

第１位 第２位 第３位

４

1

年　

齢

自然が豊かだ

自然が豊かだ

80.5%

92.5%

人がやさしい

人がやさしい

62.3%

42.5%

まちがきれいだ

災害や犯罪が少ない ほか

24.7%

22.5%

小学６年生

中学３年生

第１位 第２位 第３位
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将
来
の
ま
ち
の
姿
と
、
町
に

戻
っ
て
き
た
い
か
？

　

将
来
の
紀
北
町
が
ど
ん
な
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

小
・
中
学
生
と
も
に
「
災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
が
第
１
位
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
防
災
へ
の
関

心
が
高
く
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
未
来

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、「
将
来
、
町
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
ま
た
紀
北
町
に
戻
っ
て
き
た
い

と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、

小
学
６
年
生
の
91
・
３
％
、
中
学
３

年
生
の
74
・
７
％
が
「
戻
り
た
い
」

と
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
３

年
生
に
お
い
て
は
、
前
回
調
査
か
ら

約
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
町
に
愛
着
を
持
ち

つ
つ
も
、
将
来
の
進
学
や
就
労
の
選

択
肢
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る

現
状
が
伺
え
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り

を
育
む
た
め
の
教
育
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
将
来
、
一
度
町
外
へ
出
た

と
し
て
も
「
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
産
業

の
創
出
や
、
多
様
な
働
き
方
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
ま
と
め

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
、
世
代
を
問
わ
ず
紀
北
町
の
自
然

や
人
情
と
い
っ
た
「
変
わ
ら
な
い
魅

力
」
が
高
く
評
価
さ
れ
た
一
方
で
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
、
雇
用
・

利
便
性
の
向
上
と
い
っ
た
「
変
え
て

い
く
べ
き
課
題
」
も
明
確
に
な
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
こ
の
町
に
戻
っ
て
き
や
す
い
よ

う
、
働
き
が
い
の
あ
る
雇
用
の
場
や

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

し
っ
か
り
と
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
私
た
ち
大
人
の
使
命
で

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の
声
を

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る

べ
と
し
、
魅
力
あ
る
紀
北
町
を
築
い

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町

政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
報
告
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課　

℡（
46
）
３
１
１
３

２

■将来、町に戻ってきたいか（中学３年生／前回調査との比較）

■将来、町に戻ってきたいか（学年別）

※各項目の数値は四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。

R7調査（n=87）

R2調査（n=107）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

0.9

35.6 39.1 19.5 5.7

32.7 38.3 22.4 5.6

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえば思わない 思わない 無回答

小学 6年生（n=81）

中学 3年生（n=87）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

0.0

65.4 25.9 3.7 4.9

35.6 39.1 19.5 5.7

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえば思わない 思わない 無回答
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　毎日の生活の中で出るごみの出し方や減らし方、
町の取り組みについて、皆さまの暮らしに役立つ情報を毎月お届けします。

毎日の生活の中で出るごみの出し方や減らし方、
町の取り組みについて、皆さまの暮らしに役立つ情報を毎月お届けします。

いつでも取れる！いつでも取れる！

【問い合わせ】本庁企画課　℡（46）3113

役場に行かずに近くのコンビニで！
「証明書のコンビニ交付」

【問い合わせ】本庁環境管理課　℡（46）3121　海山総合支所福祉環境室　℡（32）3904

①キャップとラベルを必ずはずす
はずしたキャップとラベルは「資源プラスチック」

として出してください。

②中をゆすいで水を切る
飲み残しや汚れがあるとリサイクルできません。

軽く水ですすいで、しっかり水を切ってください。

③回収かごへ
資源ごみステーションの回収かごへ入れる際は、

袋から出してペットボトル本体のみ入れてください。

ペットボトルの正しい出し方 3ステップ 回収できるペットボトル

町からのおしらせ：ペットボトルの「水平リサイクル」

マイナンバーカードと「暗証番号」マイナンバーカードと「暗証番号」
コンビニ交付を利用するには、マイナンバーカードと、カードを作ったときにご自身で設定した「数字
4 桁の暗証番号」が必要です。この暗証番号は、あなたご本人であることを証明するたいせつなカギ
です。忘れないようにしっかり管理しましょう。なお、連続して 3 回間違えるとロックがかかり、
役場窓口での初期化手続きが必要になってしまうので、入力の際は落ち着いて行ってくださいね。

　住民票や印鑑登録証明書が必要になったとき、「平日の昼
間に役場へ行く時間がない…」とお困りになったことはあり
ませんか？ そんなときにとても便利なのが、「コンビニ交
付サービス」です。マイナンバーカードがあれば、全国の
コンビニエンスストアに設置されているマルチコピー機を自
分で操作して、簡単に証明書を取得することができます。

早朝（午前6 時 30分）から深夜（午後11時）まで、土・日曜日
や祝日も利用できます。（※年末年始やメンテナンス日を除く）

どこでも取れる！どこでも取れる！ 紀北町内の店舗だけでなく、全国のセブン-イレブン、ローソン、
ファミリーマートなどで利用可能。お出掛け先でも安心です。

待ち時間ゼロ！待ち時間ゼロ！ 役場の窓口で順番を待ったり、申請書を手書きしたりする
手間がなく、ご自身のタイミングでサッと取得できます。

デジタデジタル安心ひとくちメモちメモ

飲料用のペットボトルや調味料用ボトル
※以下のものは「可燃ごみ」で出してください。
　ラベルがのり付けされている焼酎などのボトル
　海外のカラーボトル  　ウォーターサーバーなどのタンク

　町では回収したペットボトルを再びペットボトルとし
て再生する「水平リサイクル」に取り組んでいます。町
民の皆さまから正しく分別・排出されたペットボトルは、
サントリー製飲料のペットボトルとして再生
されます。一緒に正しく分別していきましょう。

1

2

3
取得できる証明書の種類（住民票の写し、戸籍謄本など）や手数料について、
詳しくは上の二次元コードから町のホームページをご確認ください。

コンビニ交付
サービスについて
（町ホームページ）
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

卒園式

　令和 8 年度の卒園式が行われました。園児たちは保育

証書を受け取ると、笑顔を浮かべながら保護者のもとへ

向かい、たいせつそうに手渡していました。

3/23　紀伊長島幼稚園

水道料金等審議会による答申

　町の水道料金のあり方について、昨年12月から議論を

重ねてきた「水道料金等審議会」から町長へ答申書が手

渡されました。

4/8　役場本庁

まんぼう春まつり
3/21　道の駅紀伊長島マンボウ

　道の駅紀伊長島マンボウでまんぼう春まつりが開催さ

れ、多くの来場者でにぎわいました。

紀北ネイチャー・ラボ

　三船中学校で紀北ネイチャー・ラボが開催されました。

自然体験学習の成果を発表したり、たき火を囲んで活動を

振り返りました。

3/18　 三船中学校
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紀
北
町
は
平
成
28
年
度
に
策
定
し

た
「
紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
」
に

お
い
て
、
本
庁
の
目
指
す
将
来
像
を

「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊
か
な

自
然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
〜
」
と
し
、防
災
、地
方
創
生
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
指
針
に
掲
げ
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る
「
安
全
・

健
康
・
活
力
・
学
び
」
の
四
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
「
紀
北
町
第
２
次
総

合
計
画
」
の
計
画
期
間
が
令
和
８
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
９

年
度
か
ら
令
和
18
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
、「
紀
北
町
第

３
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

本
号
広
報
き
ほ
く
16
ペ
ー
ジ
で
お

し
ら
せ
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、計
画
の
素

案
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
素
案
づ
く
り
の
段
階
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
内
容
（
委
員
の
役
割
）

　

民
間
団
体
の
方
々
お
よ
び
町
職
員

と
一
緒
に
計
画
の
素
案
づ
く
り
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
の
任
期

委
嘱
の
日
〜
令
和
９
年

３
月
31
日
（
水
）

会
議
の
開
催

　

会
議
は
、
月
１
〜
２
回
程
度
を
予

定
し
、
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
間
（
午

後
７
時
ご
ろ
か
ら
）
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
員　

５
名
程
度

応
募
資
格　

紀
北
町
在
住
の
方

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
除
く

○
紀
北
町
議
会
議
員

○
紀
北
町
役
場
職
員

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
応
募
の
動
機
』
欄
に
は
、
委
員
に

応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
の
思
い
や
意

見
、
応
募
し
た
動
機
や
意
気
込
み
な

ど
を
含
め
、
２
０
０
字
程
度
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
本
庁
企
画
課
ま
た
は
海
山
総
合

支
所
総
務
室
で
配
布
し
ま
す
。（
応
募

用
紙
の
郵
送
も
可
能
で
す
。）

※
応
募
い
た
だ
い
た
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

応
募
期
間

５
月
11
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

提
出
方
法

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送

〒
５
１
９-

３
２
９
２

紀
北
町
東
長
島
７
６
９
番
地
１

紀
北
町
役
場
企
画
課

○
Ｆ
Ａ
Ｘ

FAX（
47
）
５
９
０
８

○
Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
tow
n.m
ie-kihoku.lg.jp 

○
直
接
提
出

本
庁
企
画
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所

総
務
室

〇
Ｗ
ｅ
ｂ

　

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

１
チ
ー
ム
３
人
で
1
2
3
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
「
横

断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
！
無
事
故
・

無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
2
3
」
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
の
中

か
ら
抽
選
で
、
特
賞
（
15
万
円
分
ギ

フ
ト
券
）
の
ほ
か

多
数
の
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
本
庁
・
海
山
総
合
支
所
、

各
警
察
署
交
通
課
、
各
地
区
交
通
安

全
協
会
、
各
地
域
活
性
化
局
、
三
重

県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通
安
全

課
な
ど
で
配
布
の
チ
ラ
シ
・
申
込
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

５
月
１
日
（
金
）
〜
６
月
30
日
（
火
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間

７
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
31
日
（
土
）

募
集

有料広告

「
紀
北
町
第
３
次
総
合

計
画（
素
案
づ
く
り
）

策
定
委
員
会
」
委
員
募
集

企
画
課

「
横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
！
無
事
故
・無
違
反

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」

参
加
者
募
集

三
重
県
環
境
生
活
部

応募は
こちらから
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参
加
費

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
１
人
千
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通

安
全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０

　

高
齢
者
世
帯
の
室
内
で
の
熱
中
症

を
予
防
す
る
た
め
設
置
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

５
月
19
日
（
火
）
ま
で

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
受
付
期
間
内
に
申
請
額
が
予
算
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
、５
月
21
日
（
木
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象

〇
町
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
あ
る
こ
と

〇
税
金
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

〇
現
在
エ
ア
コ
ン
を
１
台
も
設
置
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
額　

上
限
５
万
円

募
集
件
数　

５
件
程
度

　
　
　
　
　
（
予
算
額
の
範
囲
内
）

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
見
積
書
（
工
事
内
容
を
明
記
さ
れ

た
も
の
）

③
予
定
箇
所
の
工
事
前
の
現
場
写
真
、

図
面
な
ど

※
①
は
本
庁
福
祉
保
健
課
ま
た
は
海

山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　

火
災
の
早
期
発
見
と
た
い
せ
つ
な

生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

５
月
19
日
（
火
）
ま
で

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
受
付
期
間
内
に
申
請
額
が
予
算
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
、５
月
21
日
（
木
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象

〇
町
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
で
全
員
が
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

〇
税
金
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
額　

上
限
５
千
円

募
集
件
数

10
件
程
度

　
　
　
　
　
（
予
算
額
の
範
囲
内
）

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
見
積
書

※
①
は
本
庁
福
祉
保
健
課
ま
た
は
海

山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
私

た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
、
生
活
の
困
り
事
を
聞
い
た
り
、

行
政
な
ど
の
相
談
先
に
つ
な
い
だ
り

と
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち

で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に
は
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
的
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委

員
」
も
い
ま
す
。

　

紀
北
町
で
は
、
68
人
（
令
和
８
年

４
月
１
日
現
在
）
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
方
々
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
福

祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
方
が
、

治
療
を
受
け
て
い
る
間
も
自
分
ら
し

く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
治
療
に

よ
る
変
化
を
カ
バ
ー
す
る
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
な
ど
の
購

入
費
用
の
一
部
を
令
和
８
年
度
よ
り

助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象

○
が
ん
治
療
を
受
け
た
方
、
ま
た
は

受
け
て
い
る
方

○
申
請
時
点
で
、
紀
北
町
に
住
民
票

が
あ
る
方

が
ん
患
者
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

詳しくは
こちらから

有料広告

お
し
ら
せ

紀
北
町
高
齢
者

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

福
祉
保
健
課

紀
北
町
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置

補
助
金
に
つ
い
て

５
月
12
日
は「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
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助
成
対
象
品

○
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
頭
皮
保
護
用

ネ
ッ
ト

○
補
正
下
着
な
ど
の
乳
房
補
正
具
な
ど

※
購
入
日
か
ら
１
年
以
内
の
も
の
（
令

和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た

も
の
が
対
象
で
す
。）

助
成
額

購
入
額
の
３
分
の
２
（
千
円
未
満
切

り
捨
て
、
補
助
上
限
額
２
万
円
）

※
申
請
は
１
回
限
り
で
す
。　

申
請
方
法

　

以
下
の
書
類
を
本
庁
福
祉
保
健
課
、

ま
た
は
海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
（
役
場
窓

口
に
あ
り
ま
す
。）

②
購
入
し
た
補
正
具
の
領
収
書
（
宛

名
、
購
入
日
、
購
入
金
額
、
金
額
の

内
訳
、
領
収
書
の
発
行
者
の
名
称
が

記
載
さ
れ
た
も
の
）

③
が
ん
治
療
を
行
っ
て
い
る
ま
た
は

行
っ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
診

療
明
細
書
、
お
薬
手
帳
な
ど
）

④
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、住
民
票
な
ど
）

※
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
振
込
先
の
通
帳

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

　

人
家
な
ど
に
対
し
、
倒
木
の
危
険

性
の
あ
る
立
木
に
よ
る
被
害
を
予
防

す
る
た
め
、
事
業
者
な
ど
に
委
託
し

て
行
う
危
険
木
の
伐
採
に
要
す
る
経

費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象

○
事
業
主
体
お
よ
び
補
助
金
交
付
申

請
者
が
自
治
会
で
あ
る
こ
と

○
自
治
会
か
ら
町
へ
当
該
危
険
木
伐
採

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

○
当
該
危
険
木
の
所
有
者
と
そ
の
隣

接
す
る
人
家
な
ど
の
所
有
者
が
同
一

で
な
い
こ
と

○
伐
採
箇
所
の
地
目
が
山
林
ま
た
は

保
安
林
で
あ
り
、
所
有
者
の
同
意
が

得
ら
れ
る
こ
と

補
助
金
額

補
助
率
：
伐
採
に
要
す
る
経
費
の
10

分
の
９

上
限
額
：
50
万
円
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

　

木
材
需
要
の
拡
大
や
木
材
関
連
産

業
の
事
業
拡
大
お
よ
び
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
内
の
製
材
工
場
で
加
工
し
た
地
域

産
材
（
紀
北
町
お
よ
び
尾
鷲
市
内
で

伐
採
さ
れ
た
木
材
に
限
る
）
を
使
用

し
て
、
新
た
に
町
内
お
よ
び
町
外
（
東

紀
州
エ
リ
ア
を
除
く
）
に
住
宅
を
建

築
し
た
方
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
金
額

町
内　

３
万
円
／
㎥

町
外
（
町
内
業
者
）
２
万
円
／
㎥

町
外
（
町
外
業
者
）
１
・
６
万
円
／
㎥

補
助
金
額

町
内　

75
万
円
／
１
件

町
外
（
町
内
業
者
）
50
万
円
／
１
件

町
外
（
町
外
業
者
）
40
万
円
／
１
件

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
農
林
水
産
課

℡（
46
）
３
１
１
６

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

　

三
重
県
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
と
市

町
が
手
を
取
り
合
い
『
映
画
祭
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

東
紀
州
は
連
携
映
画
祭
を
共
同
で

行
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
『
御
浜
町
』

で
開
催
し
ま
す
。

映
画　
『
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
（
コ
シ
ノ
ア

ヤ
コ
の
生
涯
）』

出
演
者　
大
地
真
央
、
黒
谷
友
香
、
鈴

木
砂
羽　

ほ
か

日
時　

７
月
４
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
）

場
所　

御
浜
町
中
央
公
民
館

駐
車
場　

御
浜
町
中
央
公
民
館
駐
車

場
、
道
の
駅
パ
ー
ク
七
里
御
浜
駐
車
場

料
金　

無
料

※
５
月
25
日
（
月
）
か
ら
整
理
券
を
本

有料広告

男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
祭
〜
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
〜

総
務
課

紀
北
町
木
造
住
宅

建
築
促
進
事
業
補
助
金

の
お
し
ら
せ

危
険
木
伐
採
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

食事と運動の目標を決めよう！
目標クリアにチャレンジしよう！
両方クリアで１ポイント！

8 か月間で”50ポイント”以上貯まったら、
ポイント数に応じて記念品をプレゼント！

1

2

3

4

5

チャレンジ参加方法

応募締切

チャレンジ
期間

きーほくん

　   詳しくはこちら

令和 8 年度

5/１～12/31木金

令和9年１月29日（金）必着
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庁
総
務
課
お
よ
び
海
山
総
合
支
所
総

務
室
で
配
布
し
ま
す
。（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。）

託
児

1
歳
〜
未
就
学
児（
先
着
５
名
）

※
料
金
は
無
料
で
申
込
期
限
は
６
月

25
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
け
れ

ど
、
通
話
以
外
の
機
能
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

※
対
応
可
能
な
相
談
内
容
は
初
歩
的

な
こ
と
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
・
日
時

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

５
月
13
日
（
水
）・
20
日
（
水
）・

27
日
（
水
）、
６
月
３
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
長
島
多
目
的
会
館

５
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
東
長
島
公
民
館

５
月
20
日
（
水
）、
６
月
３
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

申
し
込
み

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
32
）
３
９
１
５

長
島
多
目
的
会
館

℡（
47
）
３
９
９
６

東
長
島
公
民
館

℡（
47
）
２
２
２
９

※
必
ず
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

日
本
赤
十
字
で
は
、
国
内
外
を
問

わ
ず
災
害
の
発
生
時
に
は
迅
速
に
救

護
班
を
派
遣
し
、
被
災
者
の
救
護
や

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
医
療
事
業
や
血

液
事
業
、
人
材
育
成
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
取
り
入
れ
た

救
急
法
な
ど
の
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
毎
年
、

自
治
・
町
内
会
を
通
じ
て
、
お
寄
せ

い
た
だ
く
活
動
資
金
を
寄
付
金
、
企

業
や
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
寄
付
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
日
本
赤
十
字
事
業
へ
ご
理
解

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

期
間　

５
月
31
日
（
日
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

℡（
47
）
０
７
２
５

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
海
山
支
所

℡（
32
）
３
３
５
５

病
気
の
こ
と
や
療
養
生
活
の
こ
と

な
ど
、
が
ん
に
関
す
る
悩
み
や
不
安

を
三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。
必
要

に
応
じ
て
が
ん
体
験
者
や
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
の
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
29
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

尾
鷲
市
中
央
公
民
館
（
尾
鷲

市
中
村
町
10
番
地
41
号
）

対
象　

が
ん
患
者
・
家
族

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
申
し
込
み

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

　

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
、
任
意
後

見
契
約
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

松
阪
公
証
人
合
同
役
場
（
松

阪
市
南
町
１
７
８
番
地
５
）

※
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
日
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

松
阪
公
証
人
合
同
役
場

℡
０
５
９
８
（
23
）
７
８
８
３

休
日
（
土
曜
日
）

無
料
公
証
相
談

松
阪
公
証
人
合
同
役
場

ホームページ
はこちらから

生
涯
学
習
課

初
め
て
の

ス
マ
ホ
相
談
窓
口

日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金
募
集
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

詳細は
こちらから

が
ん
患
者
と
家
族
の

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
in

東
紀
州
「
個
別
相
談
会
」

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー



町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！
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けんこうの広場

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
に

つ
い
て
〜
あ
な
た
に
し
か
救

え
な
い
命
が
あ
り
ま
す
〜

白
血
病
な
ど
の
重
い
血
液
の
病
気

に
よ
り
、
毎
年
２
千
人
も
の
方
が
骨
髄

移
植
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
移
植

を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
患
者
さ
ん
と

ド
ナ
ー
の
「
白
血
球
の
型
（
H
L
A

型
）」
が
適
合
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
確
率
は
数
百
か
ら

数
万
分
の
１
と
非
常
に
低
く
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

三
重
県
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
全

国
で
最
も
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
55
歳
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
に

よ
る
登
録
抹
消
者
が
新
規
登
録
者
を

上
回
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
の
登
録

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ

て
多
く
の
命
を
救
い
続
け
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

●
ド
ナ
ー
登
録
の
主
な
条
件

○
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
に

内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
方

○
年
齢
が
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で
健

康
な
方
（
提
供
で
き
る
年
齢
は
20
歳

以
上
55
歳
以
下
）

〇
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40

㎏
以
上
の
方

●
登
録
方
法

　

献
血
ル
ー
ム
や
保
健
所
な
ど
で
ド

ナ
ー
登
録
で
き
ま
す
。
登
録
に
は
２

㎖
の
採
血
が
必
要
で
す
。

●
助
成
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
骨
髄
な
ど
の
移
植
の
推
進

と
ド
ナ
ー
登
録
の
増
加
を
図
る
た
め
、

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
骨
髄
な

ど
を
提
供
し
た
方
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ド
ナ
ー
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象

　

骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
に
お
い
て
、
骨
髄
な
ど
を

提
供
し
た
方

●
対
象
と
な
る
通
院
お
よ
び
入
院

①
骨
髄
な
ど
の
提
供
前
の
健
康
診
断

に
係
る
通
院

②
骨
髄
な
ど
の
採
取
の
準
備
に
係
る

通
院
ま
た
は
入
院

③
骨
髄
な
ど
の
採
取
に
係
る
入
院

④
骨
髄
な
ど
の
提
供
後
の
健
康
診
断

に
係
る
通
院

⑤
①
〜
④
以
外
に
、骨
髄
な
ど
の
提
供

に
関
し
、骨
髄
バ
ン
ク
が
必
要
と
認
め

る
通
院
、
入
院
お
よ
び
面
談
な
ど

※
骨
髄
な
ど
の
採
取
術
ま
た
は
こ
れ

に
関
連
し
た
医
療
処
置
に
よ
っ
て
生

じ
た
健
康
被
害
の
た
め
の
も
の
は
対

象
外
で
す
。

●
助
成
額

通
院
・
入
院
日
数
×
２
万
円
（
上
限

は
７
日
ま
で
）

※
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
利
用
し
た
場

合
は
、
該
当
す
る
日
は
対
象
外
で
す
。

●
申
請
期
限

骨
髄
の
提
供
後
90
日
以
内

●
必
要
書
類

①
紀
北
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
助
成
金
交
付
申
請
書

②
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
骨
髄
な

ど
の
提
供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

③
通
帳

④
印
鑑

※
①
申
請
書
は
申
請
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
申
請
窓
口

本
庁
福
祉
保
健
課
ま
た
は
、
海
山
総

合
支
所
福
祉
環
境
室

ま
っ
し
ょ
う

⾻
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
⼒
を
！

ほ
う
し
ん

す
い

ほ
う

令
和
８
年
度
高
齢
者
の
帯
状
疱
疹

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
は
、過
去
に
か
か
っ
た
水
痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）の
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中

に
潜
伏
し
、
免
疫
低
下
に
伴
っ
て
発
症
す

る
病
気
で
す
。
発
症
す
る
と
、
体
の
片

側
に
水
疱
を
伴
う
発
疹
が
広
が
り
、
強

い
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
帯
状
疱
疹
の
発

症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
接
種
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

●
対
象

①
本
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な

る
方

②
接
種
時
に
60
〜
64
歳
の
方
で
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
方

※
費
用
助
成
は
生
涯
に
１
回
と
な
っ
て

お
り
、
対
象
の
年
度
の
み
で
す
。

●
接
種
期
間

令
和
９
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

※
組
換
え
ワ
ク
チ
ン（
２
回
接
種
）
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
２
カ
月
以
上
の
間
隔

が
必
要
な
た
め
、
１
回
目
を
令
和
９
年

１
月
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

　

紀
北
町
・
尾
鷲
市
に
あ
る
医
療
機
関

に
直
接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
れ
以
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
額
（
１
回
あ
た
り
）

〇
生
ワ
ク
チ
ン
（
皮
下
に
１
回
接
種
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
円

〇
組
換
え
ワ
ク
チ
ン（
筋
肉
内
に
２
回　

接
種
）　　
　
　
　
　
　

７
，
５
０
０
円

●
持
ち
物

マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

※
お
持
ち
の
方
は
お
薬
手
帳
、
健
康
手
帳
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けんこうの広場

【問い合わせ】 けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）までお願いします。

ジャガイモは皮をむいて一口大に切って耐熱容器に入れ、ふんわりとラップをかけ

てレンジ 600W で 5～6分、柔らかくなるまで加熱する。

キュウリは輪切りにして塩少 （々分量外）ふり、しんなりしたら水気をしっかり絞る。

ハムは短冊切りにしておく。

ジャガイモが柔らかくなったら熱いうちにつぶして、砂糖と塩こしょうを加えてよ

く混ぜる。（混ぜるときに、酢を小さじ1/2程度加えると味がグッと引き締まります。）

ジャガイモのあら熱が取れたらヨーグルトとマヨネーズを加えてよく混ぜる。

最後に２を加え、さっと混ぜ合わせれば完成！

１

２

３

４

５

作り⽅
ジャガイモ………………2 個（300g）

キュウリ…………………………1/2本

ロースハム…………………………2枚

砂糖………………………小さじ 1/ 2

塩こしょう………………………少々

プレーンヨーグルト………大さじ 2

マヨネーズ……………………大さじ1

材料（ 4 ⼈分）

今回は、プレーンヨーグルトとマヨネーズを混ぜて作った
ヨーグルトソースを使って「ヘルシーポテトサラダ」を作っ
てみましょう。

【1人あたり】 　エネルギー……76kcal　たんぱく質……2.7g
脂質 ……3.3g 炭水化物 ……13.2g　塩分 ……0.2g

ヘルシーポテトサラダ

　ジャガイモは水分を吸収しやすいため、少量 ( 大さじ 1～
2 程度 ) のマヨネーズだけでは、ポテトサラダをあえた直後
にじゃがいもが油分を吸い込んでしまい食感が「パサパサ」
と感じやすくなってしまいます。マヨネーズ大さじ1のカロ
リーは約 80～100kcalと、使い過ぎれば高脂質・高カロリー
になってしまいますが、今回のヨーグルトソースはマヨ
ネーズを大さじ1しか使わないので、さっぱりとヘルシーに
食べられます。皆さんも、ぜひ作ってみてくださいね。

point !
ヨーグルトとマヨネーズは熱に弱いため、必
ずジャガイモのあら熱が取れてから混ぜてくだ
さい。分離を防ぎ、クリーミーに仕上がります。

!

診療時間　午前9時～午後5時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。
●詳しくは、救急医療情報センター
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

●長島回生病院では、通常の
診療時間外や休日に、急な病
気などでお困りの方の診療を
行っています。救急診療をご希
望の方はご連絡ください。
（℡47-1651）

紀北医師会・紀北薬剤師会休日診療当番表

救急診療

※上記以外は、尾鷲総合病院にご確認ください。

● 離乳食教室
日時：5 月 27 日（水）午後１時 30 分～3 時
　　 （受付：午後１時～１時 30分）
場所：東長島公民館
申し込み：5 月 20 日（水）まで
内容：調理実習　
持ち物：エプロン、筆記用具

お父さんお母さんのイベント

５月の健康カレンダー

か と う 小 児 科
ココカラファイン薬局
紀伊長島店

月・祝

日

5/4

5/17

月日 曜日 病院名・薬局名

℡47-3341

℡46-2062

電　　話

こころの健康相談
日時・場所
ご相談に応じます。
対象
こころの健康に関する悩
みを持つ方やご家族など

お子さまのイベント

● すくすく子育て相談
日時：5 月 20 日（水）午前 10 時～11 時
　　 （受付：午前10 時～10時30分）
場所：東長島公民館
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

メンタルヘルス
チェックはこちらから▶
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5 月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 紀伊長島図書室から

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書

「ニッポンの土木 執念の難工事」/ もへじ

「『ふつう』ってなんだろう 病気と健康のあいだ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / 美馬達哉

「漫画 パガニーニ 悪魔と呼ばれた超絶技巧ヴァイオリニ

スト」/ やまみちゆか

「夜明けのハントレス」/ 河﨑秋子

「ハングマン 鵜匠殺し」/ 中山七里

「誓いの証言」/ 柚月裕子

「青天」/ 若林正恭

■児童図書

「おもしろそうな こいのぼり」/ 聞かせ屋。けいたろう

「かっこいいピンクをさがしに」/ なかむらるみ

「池江璃花子 夢をかなえたいキミたちへ贈る伝記」

　　　　　　　　　　　　　　 / 池江璃花子 北川チハル

今月のピックアップ本

「図書名」/著者名

■一般図書

「検事の心得 元東京地検特捜部長の回想」 / 伊藤鉄男 

「身近にあるうまい雑草、ヤバイ毒草」 / 森昭彦

「棺桶まで歩こう」 / 萬田緑平

「三毒狩り（上・下）」 / 東山彰良

「狼少年 ABC」 / 梓崎優

「BOXBOXBOXBOX」 / 坂本湾

■児童図書

「ぼくのいえ」 / 鈴木のりたけ

「メンダコにんじゃ」 / とくのゆみ

「こねこねねこの  ねこうどん」 / くさかみなこ

今月のピックアップ本

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時
※土・日曜日の正午～午後１時は閉室となります。

　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

日時 5 月10 日（日）
　　　午後 2 時～
場所　海山図書室
『ももたろう』の手袋シアターや
絵本の読み語りをします。

日時 5 月16 日（土）
　　　午前 11 時～
場所　海山図書室
みんなで読みたい名作絵本など
の読み聞かせをします。

初心者向けローマ字入力とタッチタイピング講座を開催します。

【問い合わせ・申し込み】
生涯学習センター ℡ 32-3915　教育委員会本庁生涯学習課 ℡ 46-3125

対象
町内在住または町内に勤務している方

募集期間　5 月 12 日（火）まで
会場・日時
● 生涯学習センター
5 月 27 日（水）午後１時 30 分～
28 日（木）午前 9 時 30 分～
● 東長島公民館
5 月 29 日（金）午後 1 時 30 分～

30 日（土）午前 9 時 30 分～
※各回とも同じ内容で2時間程度の講座に
なります。

受講料　200 円
※受講当日にお支払いください。

定員 各回 4 名（先着順）
申し込み方法
　希望する日を電話にて
お申し込みください。
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戸籍の窓
【令和8年3月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
８
年
3
月
1
日
〜
31
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

長　

島　

井
谷　
　

司　
　
　

 

五
千
円

東
長
島　

大
谷　

昌
久　
　
　

 

五
千
円

長　

島　

御
舘　

重
尚　
　
　

 

五
万
円

引
本
浦　

奥
村　

憲
司　
　
　

 

三
万
円

㈲
大
末
建
設　
　
　
　
　
　
　

 

五
千
円

松
本
工
作
所　
　
　
　
　

 　
　

五
千
円

中
村
設
計
施
工　
　
　
　
　
　

 

五
千
円

丸
一
農
園　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
千
円

つ
む
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
万
円

大
宮
産
業
㈱　
　
　
　
　
　
　

 

三
万
円

紀
歓
観
舎　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
千
円

紀
北
町
職
員
組
合
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
万
一
五
〇
〇
円

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
ザ
イ
オ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

九
万
九
七
九
五
円

広
下
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス　
　
　

 

一
万
円

ご
み
そ
う
商
店　
　
　
　
　
　

 

五
千
円

紀
北
ク
レ
ー
ン　
　
　
　
　
　

 

二
万
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
企
画
舎　

一
万
円

長　

島　

井
谷　
　

司　
　
　

五
千
円

東
長
島　

大
谷　

昌
久　
　
　

五
千
円

長　

島　

御
舘　

重
尚　
　
　

五
万
円

引
本
浦　

奥
村　

憲
司　
　
　

三
万
円

㈲
大
末
建
設　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

松
本
工
作
所　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

中
村
設
計
施
工　
　
　
　
　
　

五
千
円

丸
一
農
園　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

つ
む
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一
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円

大
宮
産
業
㈱　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

紀
歓
観
舎　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

紀
北
町
職
員
組
合
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
一
五
〇
〇
円

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
ザ
イ
オ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　

九
万
九
七
九
五
円

広
下
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス　
　
　

一
万
円

ご
み
そ
う
商
店　
　
　
　
　
　

五
千
円

紀
北
ク
レ
ー
ン　
　
　
　
　
　

二
万
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
企
画
舎

一
万
円

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もし
ものときに備えましょう。
日時　5月 9日（土）　午後 1時～ 4 時
場所　海山消防署
※申し込みは前日までにお願いします。
【問い合わせ・申し込み】
海山消防署 ℡33- 1119

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

5月
20日（水）

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

保
護
者

島　

原　

東　
　

美
乃　

智
哉

中　

里　

東　
　

颯
人　

佑

住　

所　

氏　

名　
　
　
（
年
齢
）

島　

原　

谷　
　

美
枝　
（
98
歳
）

長　

島　

石
倉
ひ
さ
子

（
78
歳
）

長　

島　

山
下　

千
秋

（
64
歳
）

長　

島　

林　
　

勝
美

（
84
歳
）

長　

島　

御
舘　

元
代

（
87
歳
）

東
長
島　

中
村　

ち
さ

（
96
歳
）

長　

島　

宮
原　

朝
海

（
93
歳
）

長　

島　

水
谷　

法
夫

（
58
歳
）

長　

島　

東　
　

治
雄

（
79
歳
）

引
本
浦　

玉
井　

ゆ
り

（
91
歳
）

相　

賀　

瀬
戸　

秀
子

（
86
歳
）

相　

賀　

稲
守　
　

繁

（
70
歳
）

上　

里　

宮
田　
　

眞

（
79
歳
）

小
山
浦　

仲
村　

た
ず

（
95
歳
）

引
本
浦　

濵
田　

秀
一

（
91
歳
）

引
本
浦　

奥
村　

祐
司

（
78
歳
）

相　

賀　

山
下　

重
利

（
83
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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2026.5
N
o.247

（
令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
13,302

人
■
世
帯
数
：
7,532

世
帯

■
男
：
6,316

人
　
　

女
：
6,986

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

3月26日、役場本庁にて各種大会において優れた結果
を残した選手たちを対象に、表彰式が行われました。

紀北町スポーツ賞表彰式

4 月 9日、長島多目的会館で「脳かつクラブ」の活動
が行われました。参加者は誤嚥予防の体操から始め、音
読や計算問題などに挑戦しました。最後は全員で歌って
締めくくるなど、笑顔と会話を楽しむ有意義な時間とな
りました。

脳かつクラブ

今月の『にじいろスマイル』の申し込みはありませんでした。
「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の
前月の10日までにお申し込みください。

申し込みはこちらから【問い合わせ】　本庁企画課　℡46-3113

ごえん
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